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ソ
フ
ォ
ニ
ス
バ
・
ア
ン
グ
イ
ッ
ソ
ー
ラ
の
メ
ダ
リ
オ
ン
を
持
つ
《
自
画
像
》
に
お
け
る
ゲ
ー
ム
文
化
の
利
用

―
ア
リ
ュ
エ
ッ
ト
と
ア
ン
ヌ
・
ド
・
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
に
着
目
し
て

―

ソ
フ
ォ
ニ
ス
バ
・
ア
ン
グ
イ
ッ
ソ
ー
ラ
の

�

メ
ダ
リ
オ
ン
を
持
つ
《
自
画
像
》
に
お
け
る
ゲ
ー
ム
文
化
の
利
用

―
ア
リ
ュ
エ
ッ
ト
と
ア
ン
ヌ
・
ド
・
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
に
着
目
し
て

―
平　

沢　
　
　

遼

は
じ
め
に

　

ソ
フ
ォ
ニ
ス
バ
・
ア
ン
グ
イ
ッ
ソ
ー
ラ
（
一
五
三
二
年
頃
～
一
六
二
五
年
）

に
よ
る
メ
ダ
リ
オ
ン
を
持
つ
《
自
画
像
》（
一
五
五
六
年
）（
図
1
）
は
、
腰
か

ら
上
ま
で
描
か
れ
た
ソ
フ
ォ
ニ
ス
バ
が
首
か
ら
下
を
覆
い
隠
す
ほ
ど
大
き
な
メ

ダ
リ
オ
ン
を
抱
え
た
自
画
像
で
あ
る
。
本
作
は
高
さ8.3cm

、
幅6.4cm
と
小

さ
く
、
メ
ダ
ル
を
基
準
に
し
た
場
合
の
原
寸
大
で
あ
り
、
作
品
の
形
式
は
メ
ダ

ル
や
カ
メ
オ
を
模
倣
し
て
い
る
。
本
作
の
よ
う
な
大
き
な
メ
ダ
リ
オ
ン
を
抱
え

た
自
画
像
は
ソ
フ
ォ
ニ
ス
バ
に
よ
る
他
の
作
品
に
留
ま
ら
ず
、
同
時
代
の
他
の

画
家
の
自
画
像
に
も
例
が
な
い
。こ
の
作
品
に
関
す
る
多
く
の
先
行
研
究
で
は
、

ソ
フ
ォ
ニ
ス
バ
が
貴
族
出
身
の
女
性
画
家
で
あ
る
こ
と
を
観
者
に
誇
示
す
る
機

能
が
語
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
の
大
き
な
メ
ダ
ル
を
強
調
し
た
構
図
の
源

泉
や
意
図
に
つ
い
て
踏
み
込
ん
だ
研
究
は
見
当
た
ら
な
い
。

　

本
論
で
は
、
こ
の
自
画
像
に
よ
る
自
己
宣
伝
の
機
能
を
前
提
と
し
つ
つ
、
こ

れ
ま
で
の
先
行
研
究
で
は
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
視
点
、
す
な
わ
ち
同
時
代
の

ゲ
ー
ム
文
化
か
ら
の
影
響
と
い
う
観
点
か
ら
こ
の
自
画
像
を
考
察
す
る
。
こ
の

作
品
の
特
異
な
構
図
は
、
同
時
代
の
フ
ラ
ン
ス
沿
岸
部
で
特
に
流
行
し
た
カ
ー

ド
遊
戯
で
あ
る
ア
リ
ュ
エ
ッ
ト
（
図
2
）
に
現
れ
る
視
覚
的
要
素
と
無
視
し
が

た
い
共
通
性
を
示
し
て
い
る
。さ
ら
に
興
味
深
い
こ
と
に
は
、こ
の
ア
リ
ュ
エ
ッ

ト
の
カ
ー
ド
に
は
、
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
女
公
の
肖
像
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
画
家

が
自
ら
を
女
公
と
重
ね
合
わ
せ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
他
方
、
メ

ダ
リ
オ
ン
の
中
に
記
さ
れ
た
モ
ノ
グ
ラ
ム
お
よ
び
銘
文
に
は
、
画
家
の
家
族
お

よ
び
自
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
暗
号
的
に
示
す
一
種
の
ゲ
ー
ム
的
企
て
も

美　

術　

史　

学　
　

第
四
十
五
号

【
資
料
紹
介
】

日
本
に
お
け
る
中
国
絵
画
史
研
究
の
動
向
と
そ
の
展
望

―
宋
元
時
代
を
中
心
に　

改
訂
増
補
版
（
上
）

―

小　

川　

裕　

充
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盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
以
上
の
点
か
ら
、
こ
の
自
画
像
は
、
同
時
代
の
宮
廷
で

楽
し
ま
れ
た
ゲ
ー
ム
文
化
に
関
す
る
知
識
を
視
覚
化
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
宮

廷
文
化
の
一
員
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
美
徳
と
技
量
を
持
つ
画
家
と
し
て
自
己
提

示
す
る
作
品
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
章
：
メ
ダ
リ
オ
ン
を
持
つ
《
自
画
像
》
に
つ
い
て

　

本
章
で
は
自
画
像
内
で
ソ
フ
ォ
ニ
ス
バ
が
持
つ
メ
ダ
リ
オ
ン
に
見
ら
れ
る
モ

ノ
グ
ラ
ム
の
解
釈
や
、
こ
の
自
画
像
の
発
想
の
源
泉
に
つ
い
て
先
行
研
究
を
も

と
に
述
べ
る
。

　

本
作
の
モ
ノ
グ
ラ
ム
は
主
に
三
通
り
の
解
釈
が
さ
れ
て
き
た
。
第
一
の
解
釈

に
よ
れ
ば
、
本
作
の
モ
ノ
グ
ラ
ム
は
Ａ
、
Ｃ
、
Ｅ
、
Ｆ
、
Ｌ
、
Ｍ
、
Ｐ
が
重
な
っ

た
も
の
で
あ
る
。
Ａ
はA

nguissola

とA
nna M

aria

、A
sdrubale

、
Ｃ
は

Crem
onese

、
Ｅ
はElena

とEuropa

、
Ｆ
はFam

ilia

、
Ｌ
はLucia

、
Ｍ

は

M
inerva

、
Ｐ
は

P
ittrice

を
意
味
し
て
い
る
。A

nna M
aria

、

A
sdrubale

、Elena

、Europa

、Lucia

、M
inerva

は
ソ
フ
ォ
ニ
ス
バ
の
妹

弟
の
名
前
で
あ
る
。
妹
弟
の
名
前
以
外
で
は
ク
レ
モ
ナ
の
ア
ン
グ
イ
ッ
ソ
ー
ラ

家
出
身
の
画
家
と
い
っ
た
よ
う
に
、
自
身
に
ま
つ
わ
る
要
素
の
頭
文
字
を
重
ね

て
い
る（

（
（

。
第
二
の
解
釈
に
よ
れ
ば
、
こ
の
モ
ノ
グ
ラ
ム
は
父
ア
ミ
ル
カ
ー
レ

（A
m
ilcare

）
の
文
字
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
解
釈
に
よ
れ
ば
、

画
家
の
若
さ
や
美
徳
を
偉
大
な
父
が
あ
た
か
も
盾
の
よ
う
に
守
っ
て
い
る
と
読

図1　ソフォニスバ・アングイッソーラ《自画像》、
1556年頃、8.3x6.4cm、アメリカ、ボストン美術
館

図2　アントワーヌ・ド・ロジリエラ《アリュエッ
ト》①、1510年頃、フランス国立図書館
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ソ
フ
ォ
ニ
ス
バ
・
ア
ン
グ
イ
ッ
ソ
ー
ラ
の
メ
ダ
リ
オ
ン
を
持
つ
《
自
画
像
》
に
お
け
る
ゲ
ー
ム
文
化
の
利
用

―
ア
リ
ュ
エ
ッ
ト
と
ア
ン
ヌ
・
ド
・
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
に
着
目
し
て

―

解
す
る
こ
と
が
で
き
る（

（
（

。

　

第
三
の
解
釈
で
は
、
古
代
の
女
性
画
家
イ
ア
イ
ア
（Iaia

）
と
マ
ル
チ
ア

（M
arcia

）
に
画
家
が
自
ら
を
重
ね
合
わ
せ
た
可
能
性
が
挙
げ
ら
れ
る（

（
（

。
イ
ア

イ
ア
は
プ
リ
ニ
ウ
ス
の
『
博
物
誌
』
に
お
い
て
鏡
を
用
い
て
自
身
の
肖
像
を
描

き
、芸
術
的
技
量
が
卓
越
し
て
い
た
と
さ
れ
る（

（
（

。
マ
ル
チ
ア
は
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・

ボ
ッ
カ
ッ
チ
ョ
の
『
名
婦
列
伝
』（
一
三
六
一
年
～
一
三
六
二
年
）
に
お
い
て
、

プ
リ
ニ
ウ
ス
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
た
イ
ア
イ
ア
を
お
そ
ら
く
意
識
し
な
が
ら

ボ
ッ
カ
ッ
チ
ョ
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
た
女
性
画
家
で
あ
り
、
イ
ア
イ
ア
と
同
様

に
、
鏡
を
使
っ
て
自
身
を
描
い
た
と
さ
れ
る（

（
（

。
こ
の
よ
う
な
第
三
の
解
釈
に
よ

れ
ば
、
ソ
フ
ォ
ニ
ス
バ
は
過
去
の
優
れ
た
女
性
画
家
と
自
身
を
重
ね
て
お
り
、

自
身
の
芸
術
的
技
量
の
高
さ
を
示
す
意
図
が
考
え
ら
れ
る
。

　

メ
ダ
リ
オ
ン
の
端
に
はSO

PH
O

N
ISBA

 A
N

GV
SSO

LA
 V

IR

［GO

］ 

IPSIV
S M

A
N

V
 EX

 ［S

］PECV
LO

 D
EPICT

A
M

 CREM
O

N
Æ

（
ソ
フ
ォ

ニ
ス
バ
・
ア
ン
グ
イ
ッ
ソ
ー
ラ
は
ク
レ
モ
ナ
に
お
い
て
、
鏡
で
乙
女
で
あ
る
自

身
を
観
察
し
、
描
い
た
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
期
の
ソ
フ
ォ
ニ
ス
バ
は

他
の
自
画
像
に
も
同
様
の
署
名
と
し
て
機
能
す
る
銘
文
を
残
し
て
お
り
、
乙
女

で
あ
る
こ
と
や
ク
レ
モ
ナ
出
身
、
ア
ン
グ
イ
ッ
ソ
ー
ラ
家
で
あ
る
こ
と
が
示
さ

れ
る（

（
（

。
イ
ア
イ
ア
と
マ
ル
チ
ア
は
両
者
と
も
生
涯
独
身
で
あ
っ
た
こ
と
が
そ
れ

ぞ
れ
の
伝
記
記
述
者
に
よ
っ
て
語
ら
れ
て
お
り
、
ソ
フ
ォ
ニ
ス
バ
の
サ
イ
ン
に

見
ら
れ
るV

IR

［GO

］（
乙
女
）
の
部
分
と
も
重
な
っ
て
い
る
。

　

メ
ダ
ル
に
関
す
る
以
上
の
内
容
か
ら
、
ソ
フ
ォ
ニ
ス
バ
は
《
自
画
像
》
を
見

た
観
者
に
自
身
の
美
徳
と
技
量
を
伝
え
る
意
図
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

う
し
た
自
画
像
の
機
能
は
、
画
家
の
自
画
像
が
自
身
の
売
り
込
み
の
た
め
に
宮

廷
へ
贈
呈
さ
れ
る
上
で
有
用
だ
っ
た
と
言
え
る
。
ソ
フ
ォ
ニ
ス
バ
の
父
ア
ミ
ル

カ
ー
レ
か
ら
フ
ェ
ラ
ー
ラ
宮
廷
へ
送
ら
れ
た
手
紙
は
、
画
家
に
よ
る
何
ら
か
の

自
画
像
が
宮
廷
に
贈
呈
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る（

（
（

。
こ
の
宮
廷
に
贈
呈

さ
れ
た
自
画
像
と
同
様
に
、
本
作
も
完
成
後
い
ず
れ
か
の
貴
族
も
し
く
は
宮
廷

に
贈
与
さ
れ
た
可
能
性
が
高
く
、
画
家
に
よ
る
自
己
宣
伝
の
た
め
の
絵
画
で
あ

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る（

（
（

。

　

先
行
研
究
で
は
ソ
フ
ォ
ニ
ス
バ
が
本
作
を
描
く
上
で
の
影
響
源
と
し
て
、
細

密
画
家
ジ
ュ
リ
オ
・
ク
ロ
ー
ヴ
ィ
オ
（
一
四
九
八
年
～
一
五
七
八
年
）
が
挙
げ

ら
れ
る
。
こ
の
意
見
に
よ
れ
ば
、
一
五
五
六
年
頃
に
ソ
フ
ォ
ニ
ス
バ
は
《
ジ
ュ

リ
オ
・
ク
ロ
ー
ヴ
ィ
オ
の
肖
像
》
を
ロ
ー
マ
で
描
い
て
お
り
、
こ
の
時
期
、
画

家
は
ク
ロ
ー
ヴ
ィ
オ
か
ら
細
密
画
を
学
び
、
そ
の
技
術
を
駆
使
し
て
メ
ダ
リ
オ

ン
を
持
つ
自
画
像
を
制
作
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る（

（
（

。

　

メ
ダ
リ
オ
ン
の
中
心
に
あ
る
モ
ノ
グ
ラ
ム
は
能
書
家
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
バ
ッ

テ
ィ
ス
タ
・
パ
ラ
テ
ィ
ー
ノ
の
『
あ
ら
ゆ
る
国
の
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
古
代
お
よ

び
新
し
い
文
字
を
書
く
こ
と
が
、
そ
の
諸
規
則
、
尺
度
、
用
例
、
さ
ら
に
秘
文

字
に
関
す
る
簡
潔
で
有
益
な
説
明
と
と
も
に
教
示
さ
れ
る
書
』（
一
五
四
五
年
）

か
ら
の
影
響
が
見
て
と
れ
る（

（1
（

。
こ
の
書
籍
で
は
ソ
フ
ォ
ニ
ス
バ
の
自
画
像
に
見

ら
れ
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
重
ね
合
わ
せ
た
模
様
が
示
さ

れ
る（
図
3
）。
こ
の
形
式
は
、当
時
は
チ
フ
ラ（cifra

）や
セ
ー
ニ
ョ（segno

）
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と
い
っ
た
言
葉
で
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
く
、
日
本
で
述
べ
る
な
ら
ば
暗
号
ま
た

は
秘
文
字
と
訳
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
描
き
方
は
、文
章
や
数
字
を
解
体
し
、

異
な
る
秩
序
で
配
列
し
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
遊
戯
的
な
文
化
現
象
で
あ
っ

た
。

　

パ
ラ
テ
ィ
ー
ノ
は
前
述
の
著
作
を
ア
カ
デ
ミ
ア
・
デ
ッ
ロ
・
ズ
デ
ー
ニ
ョ
（
嘲

笑
の
ア
カ
デ
ミ
ア
）
に
献
呈
し
、
自
身
も
そ
の
ア
カ
デ
ミ
ア
の
秘
書
官
に
な
っ

て
い
る（

（1
（

。
こ
の
ア
カ
デ
ミ
ア
に
は
ソ
フ
ォ
ニ
ス
バ
が
細
密
画
を
習
っ
た
と
さ
れ

る
ジ
ュ
リ
オ
・
ク
ロ
ー
ヴ
ィ
オ
も
所
属
し
て
お
り
、
二
人
と
も
ア
カ
デ
ミ
ア
の

パ
ト
ロ
ン
で
あ
る
ア
レ
ッ
サ
ン
ド
ロ
・
フ
ァ
ル
ネ
ー
ゼ
の
元
に
仕
え
、
そ
こ
で

出
会
っ
て
い
る（

（1
（

。
そ
の
た
め
ク
ロ
ー
ヴ
ィ
オ
を
通
じ
て
暗
号
／
秘
文
字
が
ソ

フ
ォ
ニ
ス
バ
に
伝
わ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
の
内
容
か
ら
、《
自
画
像
》
は
画
家
の
持
つ
メ
ダ
リ
オ
ン
に
よ
っ
て
、

ソ
フ
ォ
ニ
ス
バ
が
貴
族
出
身
で
あ
り
、
美
徳
と
技
量
を
備
え
た
画
家
で
あ
る
こ

と
を
暗
号
／
秘
文
字
に
よ
っ
て
遊
戯
的
に
伝
え
る
作
品
で
あ
る
と
言
え
る
。

第
二
章
：
ア
リ
ュ
エ
ッ
ト
の
起
源

　

前
章
で
は
、
こ
れ
ま
で
本
作
の
源
泉
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
例
を
見
た
。
本
章

で
は
、そ
れ
ら
以
上
に
本
作
の
基
本
的
着
想
に
類
似
し
た
も
の
と
し
て
、ア
リ
ュ

エ
ッ
ト
と
い
う
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
の
一
例
に
注
目
し
、
画
家
が
こ
の
カ
ー
ド
ま
た

は
類
似
し
た
ゲ
ー
ム
に
ど
の
よ
う
に
し
て
触
れ
得
た
か
を
考
察
す
る
。

　
《
自
画
像
》
に
近
似
す
る
作
品
は
、
ア
ン
ト
ワ
ー
ヌ
・
ド
・
ロ
ジ
リ
エ
ラ
（
生

没
年
不
明
）
に
帰
属
さ
れ
る
ア
リ
ュ
エ
ッ
ト
の
カ
ー
ド
に
含
ま
れ
て
い
る
（
図

2
）。ア
リ
ュ
エ
ッ
ト
と
は
フ
ラ
ン
ス
西
部
の
沿
岸
地
域
で
遊
ば
れ
て
い
た
カ
ー

ド
遊
戯
で
、
一
五
〇
〇
年
頃
、
ル
イ
一
二
世
の
時
代
に
宮
廷
文
化
の
中
で
流
行

し
た
遊
戯
で
あ
る
（
図
4
（
（1
（

）。
ロ
ジ
リ
エ
ラ
の
ア
リ
ュ
エ
ッ
ト
に
は
胸
の
前
に

大
き
な
メ
ダ
リ
オ
ン
を
掲
げ
、右
に
顔
を
向
け
た
女
性
が
描
か
れ
る
。《
自
画
像
》

に
描
か
れ
る
ソ
フ
ォ
ニ
ス
バ
も
同
様
に
上
半
身
を
覆
う
大
き
な
メ
ダ
リ
オ
ン
を

掲
げ
、右
を
向
い
て
い
る
。
構
図
の
類
似
は
メ
ダ
リ
オ
ン
の
描
写
に
も
見
ら
れ
、

ど
ち
ら
も
メ
ダ
リ
オ
ン
中
央
に
模
様
を
描
き
、
そ
の
中
央
部
分
を
囲
う
よ
う
に

銘
文
が
記
さ
れ
て
い
る
。

図3　ジョヴァンニ・バッティスタ・パラティーノ
の著作に見られる暗号／秘文字
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ソ
フ
ォ
ニ
ス
バ
・
ア
ン
グ
イ
ッ
ソ
ー
ラ
の
メ
ダ
リ
オ
ン
を
持
つ
《
自
画
像
》
に
お
け
る
ゲ
ー
ム
文
化
の
利
用

―
ア
リ
ュ
エ
ッ
ト
と
ア
ン
ヌ
・
ド
・
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
に
着
目
し
て

―

　

ア
リ
ュ
エ
ッ
ト
に
お
け
る
メ
ダ
リ
オ
ン
の
中
央
に
描
か
れ
る
紋
章
は
、
盾
の

左
右
で
種
類
が
異
な
る
。
左
側
は
ア
ヤ
メ
の
花
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
フ
ラ
ン
ス

王
家
の
紋
章
で
あ
る
フ
ル
ー
ル
・
ド
・
リ
ス
、
右
は
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
公
国
の
オ

コ
ジ
ョ
を
模
し
た
紋
章
が
描
か
れ
る
。
こ
の
紋
章
の
並
列
は
、
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ

公
国
と
フ
ラ
ン
ス
に
よ
る
何
ら
か
の
関
係
を
視
覚
的
に
示
唆
し
て
い
る
。
こ
の

ア
リ
ュ
エ
ッ
ト
と
同
様
に
、
第
一
章
で
述
べ
た
よ
う
に
《
自
画
像
》
に
描
か
れ

る
メ
ダ
リ
オ
ン
の
中
央
に
は
画
家
自
身
を
称
賛
す
る
内
容
が
暗
号
／
秘
文
字
を

用
い
て
暗
号
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
内
容
か
ら
、
ロ
ジ
リ
エ
ラ
に
よ
る

ア
リ
ュ
エ
ッ
ト
と
《
自
画
像
》
は
、
人
物
と
メ
ダ
リ
オ
ン
で
構
成
さ
れ
る
全
体

の
構
図
に
加
え
、
メ
ダ
リ
オ
ン
の
中
央
部
分
が
示
唆
的
に
情
報
を
伝
え
る
と
い

う
機
能
に
お
い
て
も
無
視
し
得
な
い
類
似
が
見
ら
れ
る
。

　

こ
の
ア
リ
ュ
エ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
作
者
で
あ
る
ア
ン
ト
ワ
ー
ヌ
・
ド
・
ロ
ジ
リ

エ
ラ
は
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
の
カ
ー
ド
職
人
で
あ
り
、
一
四
九
五
年
以
降
の
活
動
が

確
認
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
ア
リ
ュ
エ
ッ
ト
は
エ
ー
ス
か
ら
九
ま
で
の
数
字
、
そ
し
て

ジ
ャ
ッ
ク
、
ナ
イ
ト
、
キ
ン
グ
を
一
つ
の
纏
ま
り
と
し
た
も
の
が
四
種
類
あ
る

ト
ラ
ン
プ
に
近
い
構
成
を
し
た
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
で
あ
る
。
カ
ー
ド
の
種
類
を
見

分
け
る
た
め
の
マ
ー
ク
で
あ
る
ス
ー
ト
は
、
ス
ペ
イ
ン
や
イ
タ
リ
ア
の
プ
レ
イ

ン
グ
カ
ー
ド
に
見
ら
れ
る
コ
イ
ン
、
カ
ッ
プ
、
棍
棒
、
剣
の
四
つ
が
使
わ
れ
る
。

　

ア
リ
ュ
エ
ッ
ト
は
別
名
「
牝
牛
の
ゲ
ー
ム
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
牝
牛
を

描
い
た
カ
ッ
プ
の
二
の
カ
ー
ド
が
ゲ
ー
ム
に
お
い
て
強
力
で
あ
る
こ
と
が
こ
の

別
名
の
由
来
と
考
え
ら
れ
る
（
図
5
（
（1
（

）。
こ
の
牝
牛
は
基
本
的
に
カ
ッ
プ
の
二

の
カ
ー
ド
に
お
い
て
、
カ
ッ
プ
の
間
も
し
く
は
二
つ
の
カ
ッ
プ
の
下
に
伝
統
的

に
描
か
れ
る
。

　

フ
ラ
ン
ス
沿
岸
部
で
遊
ば
れ
て
い
た
点
以
外
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
著
述
家
フ

ラ
ン
ソ
ワ
・
ラ
ブ
レ
ー
（
一
四
八
三
年
頃
～
一
五
五
三
年
）
に
よ
る
一
連
の
小

説
の
総
称
で
あ
る
『
ガ
ル
ガ
ン
チ
ュ
ア
と
パ
ン
タ
グ
リ
ュ
エ
ル
』
で
登
場
す
る
。

こ
の
書
籍
は
全
五
巻
構
成
で
、『
ガ
ル
ガ
ン
チ
ュ
ア
』
二
巻
、『
パ
ン
タ
グ
リ
ュ

エ
ル
』
二
巻
、『
第
五
の
書
』
で
構
成
さ
れ
、
一
五
三
二
年
か
ら
一
五
五
二
年

ま
で
に
一
巻
か
ら
四
巻
が
出
版
さ
れ
、
ラ
ブ
レ
ー
の
死
後
、
一
五
六
四
年
に
五

巻
が
出
版
さ
れ
た
。

　
『
ガ
ル
ガ
ン
チ
ュ
ア
と
パ
ン
タ
グ
リ
ュ
エ
ル
』
で
はluetto

（
リ
ュ
エ
ッ
ト
）

と
い
う
名
前
の
ゲ
ー
ム
が
三
ヶ
所
に
お
い
て
登
場
し
、
こ
れ
が
ア
リ
ュ
エ
ッ
ト

で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
る
。第
一
の
例
は
一
五
三
二
年
に
初
版
が
出
版
さ
れ
た『
ガ

ル
ガ
ン
チ
ュ
ア
』
に
お
い
て
、
ガ
ル
ガ
ン
チ
ュ
ア
が
食
後
の
遊
戯
に
興
じ
る
場

面
で
、二
一
七
種
の
ゲ
ー
ム
が
列
挙
さ
れ
る
内
の
一
つ
、les luettes

（
リ
ュ
エ
ッ

ト
）
と
し
て
登
場
す
る
。
ゲ
ー
ム
が
列
挙
さ
れ
る
場
面
で
は
、
そ
れ
以
外
に
も

牝
牛
ま
た
は
ア
リ
ュ
エ
ッ
ト
に
似
た
名
称
の
ゲ
ー
ム
が
扱
わ
れ
て
お
り
、
た
と

え
ば
、les vaches

（
牝
牛
）、les alouettes

（
雲
雀
）
と
い
っ
た
意
味
や
発

音
に
お
い
て
近
し
い
ゲ
ー
ム
も
見
ら
れ
る（

（1
（

。
第
二
の
例
で
は
一
五
三
二
年
に
出

版
さ
れ
た
『
パ
ン
タ
グ
リ
ュ
エ
ル
』
に
お
い
て
、
パ
ン
タ
グ
リ
ュ
エ
ル
が
フ
ラ

ン
ス
の
大
学
を
歴
訪
す
る
過
程
で
ボ
ル
ド
ー
に
来
た
場
面
に
リ
ュ
エ
ッ
ト
が
登

場
す
る
。
こ
こ
で
は
町
の
港
湾
労
働
者
た
ち
が
浜
で
リ
ュ
エ
ッ
ト
に
熱
中
し
て
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図5　アントワーヌ・ド・ロジリエラ《アリュエッ
ト》②、1510年頃、フランス国立図書館

図6　アントワーヌ・ド・ロジリエラ《アリュエット》①、1510年頃、フランス国立図書館

図4　アリュエットが遊ばれていたフランス沿岸
部の地図
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ソ
フ
ォ
ニ
ス
バ
・
ア
ン
グ
イ
ッ
ソ
ー
ラ
の
メ
ダ
リ
オ
ン
を
持
つ
《
自
画
像
》
に
お
け
る
ゲ
ー
ム
文
化
の
利
用

―
ア
リ
ュ
エ
ッ
ト
と
ア
ン
ヌ
・
ド
・
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
に
着
目
し
て

―

い
る
場
面
が
簡
潔
に
記
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
第
三
の
例
は
一
五
六
四
年
に
出
版
さ
れ

た
『
第
五
の
書
』
に
て
、
パ
ン
タ
グ
リ
ュ
エ
ル
が
カ
ン
ト
・
エ
サ
ン
ス
王
国
の

女
王
と
の
夕
食
後
に
出
さ
れ
た
壺
に
い
く
つ
か
の
ゲ
ー
ム
と
共
に
収
め
ら
れ
た

状
態
で
リ
ュ
エ
ッ
ト
が
登
場
す
る（

（1
（

。

　

ア
リ
ュ
エ
ッ
ト
の
起
源
に
は
い
く
つ
か
の
説
が
あ
り
明
確
な
も
の
は
わ
か
っ

て
い
な
い
が
、
一
四
九
九
年
に
起
き
た
第
二
次
イ
タ
リ
ア
戦
争
に
関
す
る
記
述

に
現
れ
る
ゲ
ー
ム
が
知
ら
れ
る
限
り
最
も
古
い
と
考
え
ら
れ
る（

（1
（

。こ
の
戦
争
中
、

カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
王
フ
ェ
リ
ペ
一
世
は
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
・
ア
ラ
ゴ
ン
と
フ
ラ

ン
ス
の
和
解
を
求
め
る
た
め
フ
ラ
ン
ス
へ
派
遣
さ
れ
た
。
こ
の
フ
ラ
ン
ス
滞
在

中
、
フ
ェ
リ
ペ
一
世
は
罹
患
し
、
リ
ヨ
ン
に
留
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
時
、

フ
ラ
ン
ス
王
ル
イ
十
二
世
の
妻
ア
ン
ヌ
・
ド
・
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
が
フ
ェ
リ
ペ
一

世
の
元
を
訪
れ
、
一
緒
に
遊
ん
だ
ゲ
ー
ム
が
ア
リ
ュ
エ
ッ
ト
と
さ
れ
る（

（2
（

。

　

ア
ラ
ン
・
ボ
ル
ボ
は
ア
リ
ュ
エ
ッ
ト
の
起
源
に
つ
い
て
二
つ
の
口
頭
伝
承
を

調
査
し
て
お
り
、
第
一
の
伝
承
は
一
九
六
九
年
に
パ
リ
で
M
.
フ
ァ
ル
デ
ル

に
行
わ
れ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
基
づ
い
て
い
る
。
こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
る

と
、
ア
リ
ュ
エ
ッ
ト
は
一
四
〇
〇
年
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
船
員
に
よ
っ
て
ヴ
ァ
ン

ヌ
に
持
ち
込
ま
れ
た
東
洋
の
カ
ー
ド
を
船
員
が
コ
ピ
ー
し
た
も
の
で
あ
る
。

フ
ァ
ル
デ
ル
は
ア
リ
ュ
エ
ッ
ト
が
ア
ン
ヌ
・
ド
・
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
の
愛
人
で
あ

る
パ
ン
テ
ィ
エ
ー
ブ
ル
公
の
元
に
い
る
人
々
と
共
に
パ
ン
テ
ィ
エ
ー
ブ
ル
で
遊

ば
れ
た
と
い
う
伝
承
も
記
憶
し
て
い
た（

（2
（

。

　

第
二
の
伝
承
は
コ
タ
ン
タ
ン
半
島
の
通
信
員
か
ら
ボ
ル
ボ
に
伝
え
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
の
勝
敗
で
戦
利
品
を
分
け
合
っ
て

い
た
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
の
海
賊
一
家
が
急
激
に
富
を
築
い
た
と
こ
ろ
、
女
公
ア
ン

ヌ
・
ド
・
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
が
そ
れ
に
気
づ
く
。
そ
こ
で
ア
ン
ヌ
は
彼
ら
が
善
行

を
な
す
こ
と
を
条
件
に
ロ
ケ
・
ア
ブ
ル
プ
ト
の
領
主
に
任
命
し
た
。
あ
る
日
、

こ
の
一
家
が
カ
ー
ド
遊
戯
を
し
て
い
る
場
を
ア
ン
ヌ
が
見
か
け
た
際
、
彼
女
は

カ
ー
ド
に
描
か
れ
た
鳥
を
見
て
、「
な
ん
と
美
し
い
雲
雀
（alouette

）
だ
」

と
語
っ
た
。
そ
こ
で
こ
の
一
家
は
ア
ン
ヌ
に
敬
意
を
表
し
、
彼
ら
が
遊
ん
で
い

た
ゲ
ー
ム
に
雲
雀（alouette

）と
発
音
の
似
て
い
る
ア
リ
ュ
エ
ッ
ト（aluette

）

と
名
付
け
た
と
語
ら
れ
る（

（2
（

。
実
際
に
は
現
在
知
ら
れ
る
ア
リ
ュ
エ
ッ
ト
の
カ
ー

ド
に
雲
雀
の
イ
メ
ー
ジ
は
見
ら
れ
ず
、
な
ぜ
こ
の
伝
承
で
雲
雀
が
重
要
な
要
素

と
な
っ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。

　

こ
の
二
つ
の
伝
承
で
特
に
注
目
し
た
い
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
ア
ン
ヌ
・
ド
・

ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
」
と
「
海
」
の
二
つ
の
要
素
が
共
通
す
る
点
で
あ
る
。
異
な
る

ソ
ー
ス
に
お
い
て
ア
ン
ヌ
・
ド
・
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
の
名
前
が
現
れ
る
点
は
、
ア

リ
ュ
エ
ッ
ト
と
ア
ン
ヌ
の
強
い
結
び
つ
き
が
伝
統
的
に
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
を

示
唆
し
て
い
る
。
第
二
の
注
目
点
は
先
に
見
た
二
つ
の
伝
承
の
ど
ち
ら
に
お
い

て
も
海
に
関
わ
る
人
物
た
ち
が
ア
リ
ュ
エ
ッ
ト
で
遊
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。

前
述
し
た
『
パ
ン
タ
グ
リ
ュ
エ
ル
』
で
も
ボ
ル
ド
ー
の
港
湾
労
働
者
が
遊
ん
で

い
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
伝
承
に
お
け
る
海
へ
の
関
連
も
ま
た
、
こ
の
ゲ
ー
ム

が
沿
岸
地
域
で
特
に
楽
し
ま
れ
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。

　

ボ
ル
ボ
は
ア
リ
ュ
エ
ッ
ト
が
ス
ペ
イ
ン
か
ら
輸
入
さ
れ
た
遊
戯
で
あ
る
と
す
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る
仮
説
も
提
唱
し
て
い
る
。
第
一
の
仮
説
は
ア
リ
ュ
エ
ッ
ト
に
用
い
ら
れ
る

ス
ー
ト
の
種
類
を
根
拠
に
し
て
い
る
。
ア
リ
ュ
エ
ッ
ト
に
は
イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ

イ
ン
な
ど
で
利
用
さ
れ
る
ラ
テ
ン
式
の
コ
イ
ン
、
カ
ッ
プ
、
棍
棒
、
剣
が
使
わ

れ
て
い
る
（
図
6
）。
し
か
し
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
に
用
い

ら
れ
る
ス
ー
ト
は
一
五
世
紀
後
半
頃
か
ら
ス
ペ
ー
ド
、
ハ
ー
ト
、
ダ
イ
ヤ
、
ク

ロ
ー
バ
ー
と
い
っ
た
フ
ラ
ン
ス
式
が
主
流
で
あ
っ
た
。
ア
リ
ュ
エ
ッ
ト
が
フ
ラ

ン
ス
式
で
は
な
く
ラ
テ
ン
式
を
採
用
し
て
い
る
点
か
ら
、
ア
リ
ュ
エ
ッ
ト
は
海

路
を
通
じ
て
ス
ペ
イ
ン
か
ら
輸
入
さ
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
仮
説

は
、
ラ
ブ
レ
ー
に
よ
る
記
述
お
よ
び
現
代
ま
で
残
る
伝
承
に
お
い
て
示
唆
さ
れ

た
海
と
の
関
連
性
と
も
相
性
が
よ
い
。

　

ボ
ル
ボ
に
よ
る
第
二
の
仮
説
は
、
ス
ペ
イ
ン
―
フ
ラ
ン
ス
間
を
つ
な
ぐ
主
要

な
交
通
路
で
あ
っ
た
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
・
デ
・
コ
ン
ポ
ス
テ
ー
ラ
へ
の
巡
礼
路
を

通
じ
て
ス
ペ
イ
ン
か
ら
フ
ラ
ン
ス
に
導
入
さ
れ
た
と
い
う
意
見
で
あ
る
。
こ
の

巡
礼
路
の
途
上
に
は
、
ア
ン
ヌ
・
ド
・
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
が
暮
ら
し
た
ア
ン
ボ
ワ
ー

ズ
、お
よ
び
ラ
ブ
レ
ー
の
出
身
地
で
あ
る
シ
ノ
ン
が
あ
る
。
ボ
ル
ボ
に
よ
れ
ば
、

こ
の
歴
史
的
事
実
は
、
ア
リ
ュ
エ
ッ
ト
が
フ
ラ
ン
ス
に
持
ち
込
ま
れ
る
経
路
が

こ
の
巡
礼
路
で
あ
っ
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る（

（2
（

。

　

海
路
も
し
く
は
巡
礼
路
の
ど
ち
ら
が
主
な
経
路
で
あ
っ
た
か
は
わ
か
ら
な
い

が
、
い
ず
れ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
ア
リ
ュ
エ
ッ
ト
の
起
源
に
関
わ
る
文
献
資

料
お
よ
び
伝
承
に
お
い
て
は
、
特
に
ア
ン
ヌ
・
ド
・
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
と
の
関
連

が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

ア
ン
ヌ
・
ド
・
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
や
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
公
国
と
の
繋
が
り
は
伝
承

だ
け
で
な
く
、
ア
リ
ュ
エ
ッ
ト
自
体
か
ら
も
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
最
も

明
確
な
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
ア
ン
ト
ワ
ー
ヌ
・
ド
・
ロ
ジ
リ
エ
ラ
に

よ
っ
て
一
五
〇
〇
年
頃
に
制
作
さ
れ
た
ア
リ
ュ
エ
ッ
ト
の
コ
イ
ン
の
エ
ー
ス
に

描
か
れ
る
大
き
な
メ
ダ
リ
オ
ン
を
掲
げ
た
女
性
で
あ
り
、
彼
女
が
ア
ン
ヌ
・
ド
・

ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
図
2
（
（2
（

）。
女
性
が
持
つ
メ
ダ
リ
オ
ン

の
中
央
で
は
盾
が
中
心
で
区
切
ら
れ
、両
側
に
異
な
る
紋
章
が
描
か
れ
て
い
る
。

左
側
は
ア
ヤ
メ
の
花
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
フ
ラ
ン
ス
王
家
の
紋
章
で
あ
る
フ

ル
ー
ル
・
ド
・
リ
ス
、
右
は
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
公
国
の
オ
コ
ジ
ョ
を
模
し
た
紋
章

で
あ
り
、
こ
の
点
か
ら
ア
ン
ヌ
と
シ
ャ
ル
ル
八
世
も
し
く
は
ル
イ
一
二
世
と
の

結
婚
が
視
覚
的
に
示
唆
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ア
ン
ヌ
の
結
婚
に
関
す

る
他
の
例
で
は
、
一
五
三
八
年
に
マ
ル
シ
ャ
ル
・
ゲ
が
制
作
し
た
ア
リ
ュ
エ
ッ

ト
に
フ
ラ
ン
ス
と
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
の
紋
章
が
描
か
れ
た
メ
ダ
リ
オ
ン
を
掲
げ
る

女
性
が
描
か
れ
る
（
図
7
）。
こ
の
ア
リ
ュ
エ
ッ
ト
に
描
か
れ
る
女
性
は
胴
体

が
龍
の
よ
う
な
姿
で
あ
る
こ
と
か
ら
、フ
ラ
ン
ス
王
家
の
祖
と
な
り
、ブ
ル
タ
ー

ニ
ュ
に
も
伝
承
が
残
る
妖
精
メ
リ
ュ
ジ
ー
ヌ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る（

（2
（

。
マ
ル

シ
ャ
ル
・
ゲ
は
こ
の
カ
ー
ド
に
描
か
れ
る
メ
ダ
リ
オ
ン
の
縁
を
囲
む
よ
う
に
紐

を
描
い
て
い
る
。
こ
の
紐
は
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
公
フ
ラ
ン
ソ
ワ
一
世
の
時
代
に
、

ア
ッ
シ
ジ
の
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
を
讃
え
て
制
作
さ
れ
た
も
の
で
、
ブ
ル
タ
ー

ニ
ュ
の
紋
章
に
使
わ
れ
て
い
る（

（2
（

。
ア
ン
ヌ
・
ド
・
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
は
自
身
の
時

祷
書
に
も
マ
ル
シ
ャ
ル
・
ゲ
の
カ
ー
ド
に
見
ら
れ
る
フ
ラ
ン
ス
と
ブ
ル
タ
ー
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ソ
フ
ォ
ニ
ス
バ
・
ア
ン
グ
イ
ッ
ソ
ー
ラ
の
メ
ダ
リ
オ
ン
を
持
つ
《
自
画
像
》
に
お
け
る
ゲ
ー
ム
文
化
の
利
用

―
ア
リ
ュ
エ
ッ
ト
と
ア
ン
ヌ
・
ド
・
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
に
着
目
し
て

―

ニ
ュ
の
紋
章
が
描
か
れ
た
盾
と
、
そ
れ
を
囲
む
紐
を
描
か
せ
て
い
る
（
図
8
）。

こ
の
共
通
す
る
紋
章
と
紐
の
表
現
か
ら
、
マ
ル
シ
ャ
ル
・
ゲ
に
よ
る
メ
ダ
ル
を

持
つ
メ
リ
ュ
ジ
ー
ヌ
は
、
ア
ン
ヌ
・
ド
・
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

を
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
描
い
た
一
種
の
肖
像
画
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

以
上
の
考
察
か
ら
、
ア
リ
ュ
エ
ッ
ト
は
起
源
に
お
い
て
二
つ
の
こ
と
が
指
摘

で
き
る
。
第
一
に
、
ア
リ
ュ
エ
ッ
ト
に
ま
つ
わ
る
伝
承
お
よ
び
現
存
す
る
カ
ー

ド
か
ら
、
ア
ン
ヌ
・
ド
・
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
が
ゲ
ー
ム
の
形
成
に
関
わ
っ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。
第
二
に
、
ア
リ
ュ
エ
ッ
ト
に
見
ら
れ
る
ス
ー
ト
や
沿
岸
部
で

遊
ば
れ
て
い
た
点
か
ら
、
こ
の
ゲ
ー
ム
が
ス
ペ
イ
ン
か
ら
輸
入
さ
れ
た
、
も
し

く
は
輸
入
品
を
も
と
に
し
て
製
作
さ
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

　

ソ
フ
ォ
ニ
ス
バ
は
、
こ
の
よ
う
な
ア
リ
ュ
エ
ッ
ト
に
い
か
に
し
て
触
れ
得
た

図7　マルシャル・ゲ《アリュエット》、1538年、フランス国立図書館

図8　ジャン・ブルディション著『アンヌ・
ド・ブルターニュの大いなる時祷書』、
1503-1508年、F1v
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の
だ
ろ
う
か
。
注
目
す
べ
き
第
一
点
は
、
こ
の
画
家
が
同
時
代
の
ゲ
ー
ム
文
化

に
関
心
を
持
ち
、
絵
画
と
ゲ
ー
ム
を
遊
戯
的
な
行
為
と
し
て
重
ね
合
わ
せ
る
試

み
を
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
第
二
に
ア
リ
ュ
エ
ッ
ト
の
起
源
と
考
え

ら
れ
る
イ
ベ
リ
ア
半
島
、
特
に
ス
ペ
イ
ン
宮
廷
の
文
化
に
画
家
が
親
し
ん
で
い

た
だ
ろ
う
こ
と
で
あ
る
。
次
章
で
は
、
画
家
の
ゲ
ー
ム
文
化
へ
の
関
心
を
検
討

す
る
。第

三
章
：
ソ
フ
ォ
ニ
ス
バ
に
よ
る
ゲ
ー
ム
へ
の
関
心

　

ロ
ジ
リ
エ
ラ
に
よ
る
ア
リ
ュ
エ
ッ
ト
に
表
さ
れ
た
メ
ダ
ル
を
持
つ
ア
ン
ヌ
・

ド
・
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
は
、
こ
の
ゲ
ー
ム
の
起
源
に
深
く
関
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
女
公
の
姿
を
理
想
化
し
た
も
の
と
考
え
得
る
。
先
に
見
た
よ
う
に
、
こ
の
女

公
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
ソ
フ
ォ
ニ
ス
バ
に
よ
る
メ
ダ
リ
オ
ン
を
持
つ
自
画
像
と
構

図
上
類
似
し
て
い
る
ば
か
り
か
、
モ
ノ
グ
ラ
ム
を
利
用
し
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
暗

号
的
に
伝
え
る
遊
戯
的
な
方
法
に
お
い
て
も
通
じ
る
も
の
を
有
し
て
い
る
。
こ

の
注
目
す
べ
き
類
似
性
は
、
ソ
フ
ォ
ニ
ス
バ
が
ロ
ジ
リ
エ
ラ
に
よ
る
ア
リ
ュ

エ
ッ
ト
、
さ
ら
に
は
ゲ
ー
ム
文
化
全
体
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か

と
い
う
疑
問
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
。
そ
こ
で
第
三
章
で
は
、
ソ
フ
ォ
ニ
ス
バ

の
作
品
に
見
ら
れ
る
ゲ
ー
ム
的
要
素
、
一
六
世
紀
に
女
性
が
ゲ
ー
ム
を
知
る
利

点
、
ソ
フ
ォ
ニ
ス
バ
の
画
業
と
密
接
に
関
わ
る
宮
廷
に
お
け
る
ゲ
ー
ム
の
流
行

と
い
う
三
つ
の
観
点
か
ら
画
家
の
ゲ
ー
ム
へ
の
関
心
を
考
察
す
る
。

　

第
一
の
考
察
で
は
、
ソ
フ
ォ
ニ
ス
バ
の
メ
ダ
リ
オ
ン
を
持
つ
《
自
画
像
》
と

画
家
の
妹
が
チ
ェ
ス
を
す
る
姿
を
描
い
た
《
チ
ェ
ス
ゲ
ー
ム
》（
一
五
五
五
年
）

（
図
9
）に
お
け
る
ゲ
ー
ム
の
要
素
に
つ
い
て
述
べ
る
。
先
に
見
た
よ
う
に
、《
自

画
像
》
に
お
い
て
ソ
フ
ォ
ニ
ス
バ
の
抱
え
る
メ
ダ
リ
オ
ン
の
中
央
に
あ
る
モ
ノ

グ
ラ
ム
は
、
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
バ
ッ
テ
ィ
ス
タ
・
パ
ラ
テ
ィ
ー
ノ
の
述
べ
る
暗

号
／
秘
文
字
と
類
似
す
る
。
こ
の
暗
号
／
秘
文
字
に
つ
い
て
パ
ラ
テ
ィ
ー
ノ
は

「
見
る
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
る（

（2
（

」
も
の
と
述
べ
て
い
る
。
一
六
世
紀
に
お
い
て
、

イ
メ
ー
ジ
と
言
葉
を
組
み
合
わ
せ
た
一
種
の
判
じ
物
に
よ
っ
て
意
味
や
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
伝
え
る
遊
戯
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
流
行
し
て
い
た
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
る
。
暗
号
／
秘
文
字
は
、
そ
の
よ
う
な
大
き
な
文
化
的
流
行
の
一

部
と
し
て
発
展
し
た
。

　

暗
号
／
秘
文
字
の
同
時
代
に
お
い
て
流
行
し
た
一
例
と
し
て
、
人
間
や
動
物

な
ど
の
イ
メ
ー
ジ
と
文
章
を
複
雑
に
組
み
合
わ
せ
、
倫
理
や
格
言
を
伝
え
る
イ

ン
プ
レ
ー
ザ
と
呼
ば
れ
る
視
覚
的
装
置
が
あ
る
。
歴
史
家
の
パ
オ
ロ
・
ジ
ョ
ー

ヴ
ィ
オ
（
一
四
八
二
年
～
一
五
五
二
年
）
は
、
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
最
初
の
イ

ン
プ
レ
ー
ザ
を
扱
っ
た
書
籍
と
し
て
『
戦
い
と
愛
の
イ
ン
プ
レ
ー
ザ
に
つ
い
て

の
対
話
』（D

ialogo delle Im
prese m

ilitari e am
orose

）
を
執
筆
し
て
い

る
（
（2
（

。
そ
の
書
籍
の
中
で
ジ
ョ
ー
ヴ
ィ
オ
は
、
イ
タ
リ
ア
で
の
イ
ン
プ
レ
ー
ザ
流

行
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
出
来
事
を
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　

わ
れ
わ
れ
の
時
代
、
シ
ャ
ル
ル
八
世
と
ル
イ
十
二
世
の
イ
タ
リ
ア
南
下
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ソ
フ
ォ
ニ
ス
バ
・
ア
ン
グ
イ
ッ
ソ
ー
ラ
の
メ
ダ
リ
オ
ン
を
持
つ
《
自
画
像
》
に
お
け
る
ゲ
ー
ム
文
化
の
利
用

―
ア
リ
ュ
エ
ッ
ト
と
ア
ン
ヌ
・
ド
・
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
に
着
目
し
て

―

の
の
ち
に
は
、
軍
事
に
従
事
す
る
者
は
す
べ
て
、
フ
ラ
ン
ス
軍
の
隊
長
を

模
倣
し
、
自
ら
を
優
雅
な
イ
ン
プ
レ
ー
ザ
で
飾
ろ
う
と
し
た
。【
…
】
こ

う
し
て
、
兵
士
た
ち
の
徽
章
が
優
雅
で
品
格
あ
る
光
景
を
生
み
出
し
、
戦

闘
に
さ
い
し
て
各
々
の
中
隊
の
勇
敢
さ
と
振
る
舞
い
に
つ
い
て
識
別
し
得

た
の
で
あ
る（

（2
（

　

パ
オ
ロ
・
ジ
ョ
ー
ヴ
ィ
オ
は
、
こ
の
書
籍
で
イ
ン
プ
レ
ー
ザ
に
必
要
な
条
件

と
し
て
、
誰
に
も
読
み
解
け
る
も
の
で
は
な
い
が
一
定
の
人
に
は
理
解
で
き
、

美
し
く
、
見
た
者
を
楽
し
ま
せ
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
お
り
、
イ
ン
プ
レ
ー
ザ

が
ゲ
ー
ム
的
要
素
を
内
包
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る（

（3
（

。
ソ
フ
ォ
ニ
ス
バ
・
ア
ン

グ
イ
ッ
ソ
ー
ラ
に
よ
り
近
い
時
代
で
は
、一
五
六
六
年
に
著
述
家
ジ
ロ
ー
ラ
モ
・

ル
シ
ェ
ッ
リ
に
よ
る
『
著
名
な
イ
ン
プ
レ
ー
ザ
集
』（Le im

prese illustri

）、

一
五
七
四
年
に
詩
人
ル
カ
・
コ
ン
テ
ィ
ー
レ
の
『
イ
ン
プ
レ
ー
ザ
の
特
性
に
つ

い
て
の
論
議
』（R

agionam
ento sopra la proprietà delle im

prese

）
と

い
っ
た
イ
ン
プ
レ
ー
ザ
に
関
わ
る
本
が
複
数
出
版
さ
れ
て
い
る
。

　

ソ
フ
ォ
ニ
ス
バ
に
よ
る
自
画
像
と
類
似
し
た
例
の
ひ
と
つ
は
、
ニ
コ
ラ
ス
・

ヒ
リ
ヤ
ー
ド
に
よ
る
《
カ
ン
バ
ー
ラ
ン
ド
伯
ジ
ョ
ー
ジ
・
ク
リ
フ
ォ
ー
ト
の
肖

像
》（
図
10
）
で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
イ
ン
プ
レ
ー
ザ
の
方
法
を
絵
画
に
応
用

し
た
も
の
で
あ
り
、上
半
身
を
描
い
た
肖
像
画
と
絵
画
の
縁
に
記
さ
れ
る
銘
文
、

作
品
を
覆
う
金
具
部
分
が
一
致
す
る
。
こ
の
作
品
で
は
、「
私
は
稲
妻
と
水
を

も
た
ら
す
」（Fulm

en aquasque fero

）
と
い
う
モ
デ
ル
自
身
の
テ
ー
マ
が

図10　ニコラス・ヒリヤード《カンバー
ランド伯ジョージ・クリフォートの肖
像》、1587年頃、ミズーリ、ネルソンア
トキンス美術館

図9　ソフォニスバ・アングイッソーラ《チェスゲーム》、
1555年、ポーランド、ポズナン国立美術館
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肖
像
の
周
囲
に
記
さ
れ
て
お
り
、
ソ
フ
ォ
ニ
ス
バ
の
《
自
画
像
》
に
お
け
る
周

辺
部
の
銘
文
に
お
け
る
自
己
主
張
と
よ
く
似
た
構
造
を
示
し
て
い
る（

（3
（

。

　

こ
う
し
た
イ
ン
プ
レ
ー
ザ
は
王
侯
貴
族
や
教
皇
た
ち
が
自
身
や
一
族
の
事
績

を
美
し
く
飾
る
、も
し
く
は
個
人
が
信
条
を
表
す
た
め
に
制
作
さ
れ
た
一
方
で
、

宮
廷
に
お
い
て
新
し
い
形
態
の
娯
楽
へ
発
展
し
た
こ
と
を
著
述
家
バ
ル
ダ
ッ

サ
ー
レ
・
カ
ス
テ
ィ
リ
オ
ー
ネ
（
一
四
七
八
年
～
一
五
二
九
年
）
が
述
べ
て
い

る
。　

【
…
】
こ
の
宮
廷
の
全
て
の
貴
人
は
、
夕
食
後
た
だ
ち
に
公
妃
の
も
と

に
集
う
慣
わ
し
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
い
つ
も
愉
し
い
談
話
や
ダ
ン
ス
が

催
さ
れ
【
…
】
絵
解
き
が
始
ま
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ
っ
た（

（3
（

。

　

こ
こ
で
語
ら
れ
る
「
絵
解
き
」
は
原
文
で
はim

prese
（
イ
ン
プ
レ
ー
ザ
の

複
数
形
）
で
あ
り
、
描
か
れ
た
意
味
や
主
題
を
解
釈
す
る
遊
戯
的
行
為
と
し
て

捉
え
ら
れ
て
い
る
。
ソ
フ
ォ
ニ
ス
バ
の
自
画
像
に
お
け
る
メ
ダ
ル
お
よ
び
暗
号

／
秘
文
字
も
ま
た
、
観
者
に
対
し
て
謎
解
き
を
仕
掛
け
る
視
覚
的
ゲ
ー
ム
と
し

て
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ス
ペ
イ
ン
宮
廷
に
お
い
て
ソ
フ
ォ
ニ
ス
バ
に
師
事
し
た
王
妃
イ
サ
ベ
ル
・
デ
・

ヴ
ァ
ロ
イ
ス
は
、
お
そ
ら
く
師
に
よ
る
ゲ
ー
ム
的
絵
画
の
試
み
か
ら
影
響
を
受

け
た
作
品
を
残
し
て
い
る
。イ
サ
ベ
ル
は
多
く
の
時
間
を
絵
画
制
作
に
費
や
し
、

退
屈
な
宮
廷
生
活
を
払
拭
で
き
る
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
て
い
た
と
さ
れ
る（

（3
（

。
イ

サ
ベ
ル
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
絵
画
は
手
紙
と
共
に
聖
職
者
シ
ャ
ル
ル
・
ド
・

ロ
レ
ー
ヌ
へ
贈
呈
さ
れ
て
い
る
。
イ
サ
ベ
ル
の
手
紙
に
は
、「
私
は
あ
な
た
に
、

こ
の
国
の
女
性
の
絵
を
送
り
ま
す
。
そ
れ
が
あ
な
た
に
と
っ
て
馴
染
み
の
あ
る

も
の
か
ど
う
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん（

（3
（

」
と
記
さ
れ
る
。
こ
の
手
紙
の
内
容
か
ら
、

イ
サ
ベ
ル
の
描
く
肖
像
画
が
観
者
に
何
を
描
い
た
か
当
て
さ
せ
る
ゲ
ー
ム
と
し

て
使
わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る（

（3
（

。

　

画
家
の
ゲ
ー
ム
へ
の
関
心
を
示
す
第
二
の
例
、
ソ
フ
ォ
ニ
ス
バ
の
妹
を
描
い

た
《
チ
ェ
ス
ゲ
ー
ム
》（
図
9
）
で
は
、
よ
り
直
接
的
に
ゲ
ー
ム
が
描
か
れ
て

い
る
。
こ
の
肖
像
画
は
左
か
ら
妹
で
あ
る
ル
チ
ア
、
エ
ウ
ロ
パ
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ

が
チ
ェ
ス
盤
を
囲
み
、
右
端
か
ら
侍
女
が
姉
妹
を
覗
き
込
ん
で
い
る
。
一
六
世

紀
に
お
い
て
チ
ェ
ス
は
知
性
が
必
要
な
ゲ
ー
ム
と
捉
え
ら
れ
て
お
り
、
カ
ス

テ
ィ
リ
オ
ー
ネ
は
『
宮
廷
人
』
の
中
で
、
チ
ェ
ス
を
「
上
品
で
、
明
晰
な
頭
脳

を
要
求
さ
れ
る
娯
楽（

（3
（

」
と
述
べ
る
。
こ
の
書
籍
は
理
想
的
な
女
性
の
所
作
や
、

絵
画
、
楽
器
演
奏
と
い
っ
た
身
に
つ
け
る
べ
き
教
養
を
記
し
て
お
り
、
ソ
フ
ォ

ニ
ス
バ
の
父
ア
ミ
ル
カ
ー
レ
が
娘
た
ち
の
教
育
に
傾
注
す
る
要
因
に
も
な
っ
た

と
考
え
ら
れ
て
い
る（

（3
（

。

　
《
チ
ェ
ス
ゲ
ー
ム
》
が
描
か
れ
る
以
前
、
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
女
王
イ
サ
ベ
ル

一
世
（
一
四
五
一
年
～
一
五
〇
四
年
）
が
在
位
す
る
ス
ペ
イ
ン
で
は
、
チ
ェ
ス

の
ル
ー
ル
変
更
が
起
こ
っ
て
い
る（

（3
（

。
こ
の
変
更
に
よ
っ
て
、
現
代
の
チ
ェ
ス
同

様
に
ク
イ
ー
ン
が
全
方
位
に
無
制
限
に
進
め
る
最
も
強
い
駒
に
な
っ
た（

（3
（

。
イ
サ

ベ
ル
一
世
は
グ
ラ
ナ
ダ
制
圧
に
よ
る
レ
コ
ン
キ
ス
タ
完
成
へ
の
尽
力
に
代
表
さ
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ソ
フ
ォ
ニ
ス
バ
・
ア
ン
グ
イ
ッ
ソ
ー
ラ
の
メ
ダ
リ
オ
ン
を
持
つ
《
自
画
像
》
に
お
け
る
ゲ
ー
ム
文
化
の
利
用

―
ア
リ
ュ
エ
ッ
ト
と
ア
ン
ヌ
・
ド
・
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
に
着
目
し
て

―

れ
る
英
雄
的
偉
業
を
残
し
て
い
る
。
そ
の
イ
サ
ベ
ル
一
世
が
力
強
い
イ
メ
ー
ジ

を
人
々
に
与
え
、
自
身
も
チ
ェ
ス
プ
レ
イ
ヤ
ー
だ
っ
た
こ
と
か
ら
チ
ェ
ス
の

ル
ー
ル
変
更
に
影
響
を
与
え
た
可
能
性
が
あ
る（

（4
（

。

　

ル
ー
ル
変
更
と
同
時
期
に
は
、
チ
ェ
ス
プ
レ
イ
ヤ
ー
で
あ
る
ル
イ
ス
・
ラ
ミ

レ
ス
・
デ
・
ル
セ
ナ
（
一
四
六
五
年
頃
～
一
五
三
〇
年
頃
）
が
チ
ェ
ス
に
関
す

る
書
籍
『
一
五
〇
の
棋
譜
を
と
も
な
う
愛
の
暗
唱
お
よ
び
チ
ェ
ス
の
技
巧
』

（R
epetición de am

ores e arte de axedres con CL iuegos de partido

）

（
一
四
九
六
年
～
一
四
九
七
年
頃
）
を
記
し
て
い
る（

（4
（

。
こ
の
書
籍
で
は
新
し
い

ル
ー
ル
に
よ
る
チ
ェ
ス
を
女
性
の
チ
ェ
ス
も
し
く
は
女
王
の
チ
ェ
ス
（de la 

dam
a

）
と
表
現
し
て
お
り
、
女
性
駒
が
強
く
な
っ
た
こ
と
を
強
調
し
て
い
る（

（4
（

。

　

こ
の
新
し
い
チ
ェ
ス
の
ル
ー
ル
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
へ
広
ま
り
、
特
に
イ
タ
リ

ア
で
は
ド
ミ
ニ
コ
会
修
道
士
ヤ
コ
ポ
・
ダ
・
チ
ェ
ッ
ソ
ー
レ
の
『
チ
ェ
ス
ゲ
ー

ム
に
基
づ
く
貴
族
の
礼
節
と
責
務
の
書
』（Libro de’ costum

i e degli 

offi
zii de’ nobili sopra il giuoco degli scacchi

）（
一
四
九
三
年
、
イ
タ
リ

ア
語
版
）
が
新
し
い
ル
ー
ル
を
記
載
し
て
お
り
、
早
く
か
ら
取
り
入
れ
ら
れ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る（

（4
（

。

　

カ
ス
テ
ィ
リ
オ
ー
ネ
の
記
述
や
チ
ェ
ス
の
ル
ー
ル
変
更
、《
チ
ェ
ス
ゲ
ー
ム
》

で
描
か
れ
る
人
物
が
全
員
女
性
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
ソ
フ
ォ
ニ
ス
バ

は
チ
ェ
ス
を
描
く
こ
と
で
、
女
性
の
美
徳
が
称
賛
さ
れ
る
遊
戯
空
間
と
し
て
の

チ
ェ
ス
ゲ
ー
ム
を
通
じ
て
、
妹
た
ち
や
召
使
の
老
婆
、
さ
ら
に
は
こ
の
場
面
を

見
て
描
い
て
い
る
自
ら
の
女
性
的
美
徳
を
視
覚
化
し
て
い
る
と
解
釈
さ
れ
る（

（4
（

。

　

第
二
の
考
察
で
は
、
一
六
世
紀
の
女
性
に
と
っ
て
ゲ
ー
ム
が
自
身
の
教
養
や

美
徳
、
創
造
性
を
高
め
、
保
証
す
る
と
い
う
考
え
方
が
こ
の
時
期
に
現
れ
た
こ

と
を
述
べ
る
。
一
六
世
紀
の
イ
タ
リ
ア
で
は
ゲ
ー
ム
の
文
化
的
理
論
を
記
し
た

書
籍
が
複
数
現
れ
て
お
り
、
そ
の
中
で
は
ゲ
ー
ム
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
効

果
や
、
そ
れ
ら
を
楽
し
む
人
物
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
人
文
主
義
者
ル

ド
ヴ
ィ
ー
コ
・
ド
ル
チ
ェ
（
一
五
〇
八
年
頃
～
一
五
六
八
年
）
は
、
ゲ
ー
ム
は

余
暇
を
過
ご
す
以
外
に
、
少
女
に
と
っ
て
は
本
の
よ
う
に
大
人
に
な
る
上
で
の

訓
練
に
な
る
よ
う
意
図
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
次
の
よ
う
に
示
し
て
い
る
。

　

母
や
乳
母
、
も
し
く
は
同
じ
ほ
ど
高
貴
な
女
性
が
そ
の
場
に
い
る
状
態

で
、
少
女
は
初
め
て
の
ゲ
ー
ム
を
同
年
代
の
女
子
と
一
緒
に
遊
び
、
そ
の

子
を
名
誉
や
美
徳
へ
導
く
た
め
に
遊
び
の
時
間
を
使
う
べ
き
で
あ
る（

（4
（

。

　

詩
人
バ
ル
ト
ロ
メ
オ
・
ア
ル
ニ
ジ
オ
（
一
五
二
三
～
一
五
七
七
年
）
は
ゲ
ー

ム
に
対
し
て
懐
疑
的
で
あ
り
、
悪
魔
の
発
明
で
あ
る
と
し
て
サ
イ
コ
ロ
な
ど
を

批
判
し
て
い
る
が
、
一
方
で
若
者
の
教
育
に
と
っ
て
ゲ
ー
ム
は
有
効
で
あ
る
と

も
述
べ
る
。
こ
れ
を
表
す
の
が
ゲ
ー
ム
と
学
校
を
同
一
視
す
る
記
述
で
あ
る
。

　

若
者
の
学
校
は
ラ
テ
ン
語
でLudo

（
ル
ド
）、
我
々
の
言
葉
で
は

Giuoco
（
ジ
ュ
オ
コ
）と
呼
ば
れ
る
。
つ
ま
り
そ
れ
は
ゲ
ー
ム（Giuochi

）

と
呼
ば
れ
、
気
高
く
洗
練
さ
れ
た
才
能
あ
る
者
に
よ
る
誠
実
で
、
美
徳
あ
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術　
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学　
　

第
四
十
五
号

128

る
娯
楽
で
あ
る（

（4
（

。

　

こ
の
よ
う
に
ゲ
ー
ム
を
遊
び
だ
け
で
な
く
学
び
の
場
と
と
ら
え
る
考
え
が
一

六
世
紀
に
広
が
り
を
見
せ
、
そ
れ
は
男
女
問
わ
ず
対
象
と
な
っ
た
。
ま
た
こ
の

現
象
は
若
い
人
々
の
学
び
と
い
う
領
域
に
留
ま
ら
ず
、
現
実
世
界
に
存
在
す
る

男
女
の
性
別
に
よ
る
差
が
一
時
的
に
取
り
除
か
れ
た
ユ
ー
ト
ピ
ア
的
な
空
間
を

作
り
出
す
こ
と
に
も
繋
が
っ
て
い
く
。

　

こ
の
時
期
の
ゲ
ー
ム
に
つ
い
て
記
し
た
書
籍
に
は
女
性
に
関
す
る
記
述
も
多

く
見
ら
れ
る
。
詩
人
ト
ル
ク
ァ
ー
ト
・
タ
ッ
ソ
（
一
五
四
四
年
～
一
五
九
五
年
）

は
書
籍
の
中
で
、
ポ
カ
テ
ッ
ラ
と
マ
ル
ゲ
リ
ー
タ
に
よ
る
ゲ
ー
ム
に
お
け
る
勝

利
に
つ
い
て
の
議
論
を
描
い
た
。
以
下
は
ポ
カ
テ
ッ
ラ
の
言
葉
に
対
し
て
マ
ル

ゲ
リ
ー
タ
が
反
論
し
て
い
る
場
面
で
あ
る
。

　
【
…
】
礼
儀
正
し
い
男
性
は
、
男
性
に
勝
利
を
譲
る
こ
と
は
な
い
が
、

女
性
に
勝
利
を
譲
る
こ
と
は
礼
節
あ
る
行
為
で
す
。

　
【
…
】
あ
な
た
に
と
っ
て
そ
れ
が
礼
儀
で
も
、
私
に
と
っ
て
は
偽
り
に

思
え
ま
す
。【
…
】
彼
ら
は
勝
つ
た
め
以
外
で
女
性
に
勝
っ
て
は
い
け
ま

せ
ん（

（4
（

。

　

相
手
の
裁
量
に
よ
る
偽
り
の
勝
利
で
は
な
く
、
真
の
勝
利
を
求
め
る
女
性
と

い
う
記
述
か
ら
、
ゲ
ー
ム
に
お
い
て
男
女
が
対
等
の
立
場
で
あ
る
べ
き
と
い
う

考
え
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
書
籍
の
中
で
、
マ
ル
ゲ
リ
ー
タ

は
ゲ
ー
ム
の
腕
や
運
に
関
し
て
男
性
と
議
論
す
る
際
に
同
時
代
の
優
れ
た
女
性

の
名
前
を
い
く
つ
か
挙
げ
て
い
る
。
し
か
し
初
期
の
版
で
は
具
体
的
な
名
前
は

記
載
さ
れ
ず
、
た
だ
名
前
を
述
べ
た
と
い
う
記
述
に
留
ま
っ
て
い
た
。
後
の
版

で
は
具
体
的
な
名
前
に
言
及
し
て
お
り
、
よ
り
女
性
の
存
在
へ
関
心
が
向
い
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る（

（4
（

。

　

タ
ッ
ソ
の
書
籍
か
ら
読
み
取
れ
る
、
男
女
は
ゲ
ー
ム
に
お
い
て
対
等
で
あ
る

べ
き
と
い
う
視
点
に
関
し
て
、
詩
人
ジ
ロ
ー
ラ
モ
・
バ
ル
ガ
リ
（
一
五
三
七
年

～
一
五
八
六
年
）
は
、
ゲ
ー
ム
に
お
い
て
あ
ら
ゆ
る
人
物
は
地
位
や
権
力
か
ら

解
放
さ
れ
る
と
い
う
主
張
を
し
て
い
る
。
そ
し
て
ゲ
ー
ム
は
力
や
地
位
の
権
力

を
一
時
停
止
し
、
個
人
は
「
普
通
の
人
」
と
し
て
別
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
で

振
る
舞
う
必
要
が
あ
る
と
語
ら
れ
る（

（4
（

。し
か
し
こ
う
し
た
内
容
が
現
れ
る
一
方
、

現
実
の
女
性
た
ち
が
必
ず
し
も
ゲ
ー
ム
に
積
極
的
な
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
ペ

リ
ク
レ
ス
が
「
女
性
の
価
値
や
美
徳
に
つ
い
て
の
言
葉
や
名
声
が
男
性
の
耳
に

届
く
の
を
避
け
る
の
が
最
も
称
賛
さ
れ
る（

（5
（

」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
女
性
の
美
徳

と
さ
れ
た
沈
黙
や
大
胆
な
行
動
を
控
え
る
と
い
う
考
え
か
ら
参
加
を
避
け
る
人

も
い
た
。
こ
の
種
の
現
実
に
対
し
て
、
バ
ル
ガ
リ
は
ゲ
ー
ム
中
に
男
性
は
戦
い

や
研
究
、
仕
事
に
つ
い
て
、
女
性
は
侍
女
や
子
供
、
夫
に
つ
い
て
話
す
の
は
避

け
る
べ
き
だ
と
し
て
お
り
、
自
身
の
専
門
と
す
る
も
の
か
ら
離
れ
る
よ
う
に
指

示
し
て
い
る（

（5
（

。
こ
の
指
摘
に
よ
っ
て
特
に
女
性
の
場
合
、
ゲ
ー
ム
空
間
に
お
い

て
従
来
向
け
ら
れ
て
い
た
期
待
や
制
約
と
い
っ
た
も
の
か
ら
自
由
に
な
る
こ
と
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ソ
フ
ォ
ニ
ス
バ
・
ア
ン
グ
イ
ッ
ソ
ー
ラ
の
メ
ダ
リ
オ
ン
を
持
つ
《
自
画
像
》
に
お
け
る
ゲ
ー
ム
文
化
の
利
用

―
ア
リ
ュ
エ
ッ
ト
と
ア
ン
ヌ
・
ド
・
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
に
着
目
し
て

―

が
で
き
た
。
バ
ル
ガ
リ
は
男
性
の
よ
う
に
女
性
も
ゲ
ー
ム
に
お
い
て
心
の
大
胆

さ
を
示
す
べ
き
と
い
う
判
断
の
も
と
、
ゲ
ー
ム
が
個
人
の
創
造
性
を
評
価
す
る

新
た
な
社
会
概
念
で
あ
る
こ
と
を
示
そ
う
と
し
て
い
る（

（5
（

。
そ
し
て
、
む
し
ろ
バ

ル
ガ
リ
に
よ
れ
ば
自
身
が
軽
薄
で
面
白
く
な
い
と
思
わ
れ
な
い
よ
う
に
女
性
は

ゲ
ー
ム
に
関
心
を
持
つ
、
ま
た
は
そ
の
ふ
り
を
す
る
方
が
良
い
の
で
あ
る（

（5
（

。

　

第
三
の
考
察
で
は
、
ソ
フ
ォ
ニ
ス
バ
の
画
業
に
お
い
て
不
可
欠
な
存
在
で
あ

る
一
六
世
紀
の
宮
廷
で
、
ゲ
ー
ム
文
化
が
流
行
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
述
べ

る
。
ア
ン
ヌ
・
ド
・
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
と
フ
ェ
リ
ペ
一
世
が
ア
リ
ュ
エ
ッ
ト
で
遊

ん
だ
一
五
〇
〇
年
頃
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
宮
廷
貴
族
か
ら
一
般
市
民
ま
で
広

く
ゲ
ー
ム
が
普
及
し
て
お
り
、
球
技
、
チ
ェ
ス
、
サ
イ
コ
ロ
遊
び
、
カ
ー
ド
な

ど
様
々
な
遊
び
が
行
わ
れ
て
い
た
。

　

貴
族
の
間
で
は
、
カ
ー
ド
は
遊
び
道
具
と
し
て
だ
け
で
な
く
収
集
品
と
し
て

も
愛
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
お
り
、
本
論
文
で
扱
う
ア
ン
ヌ
・
ド
・
ブ

ル
タ
ー
ニ
ュ
の
描
か
れ
た
ア
リ
ュ
エ
ッ
ト
も
ま
た
宮
廷
用
に
制
作
さ
れ
た
可
能

性
が
考
え
ら
れ
る
。
ロ
ジ
リ
エ
ラ
に
よ
る
別
の
ア
リ
ュ
エ
ッ
ト
（
図
11
）
や
マ

ル
シ
ャ
ル
・
ゲ
に
よ
る
ア
リ
ュ
エ
ッ
ト
（
図
7
）
に
比
べ
、
ア
ン
ヌ
の
描
か
れ

る
ア
リ
ュ
エ
ッ
ト
は
挿
絵
の
装
飾
が
豪
華
で
あ
り
、
人
物
や
カ
ッ
プ
な
ど
が
よ

り
精
巧
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

宮
廷
用
に
制
作
さ
れ
た
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
の
他
の
例
と
し
て
、
フ
ェ
ラ
ー
ラ
の

エ
ス
テ
家
が
ピ
ー
テ
ル
・
フ
ロ
ト
ナ
ー
（
一
四
九
〇
年
～
一
五
四
六
年
）
に
自

身
の
家
の
紋
章
を
入
れ
た
プ
レ
イ
ン
グ
カ
ー
ド
を
制
作
さ
せ
て
い
る
（
図
12
）（

（5
（

。

こ
れ
ら
の
カ
ー
ド
は
一
枚
ご
と
に
異
な
る
モ
チ
ー
フ
が
緻
密
に
描
か
れ
、
カ
ー

ド
全
体
に
装
飾
が
及
ぶ
豪
華
な
作
り
が
な
さ
れ
る
。
カ
ー
ド
の
豪
華
な
作
り
、

そ
し
て
所
有
者
が
宮
廷
の
紋
章
を
入
れ
た
と
い
う
例
か
ら
、
ア
ン
ヌ
の
描
か
れ

た
ア
リ
ュ
エ
ッ
ト
も
フ
ロ
ト
ナ
ー
の
カ
ー
ド
と
同
様
に
宮
廷
用
に
制
作
さ
れ
た

可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

　

プ
レ
イ
ン
グ
カ
ー
ド
は
遊
び
だ
け
で
な
く
、
カ
ー
ド
を
見
た
者
に
行
動
規
範

を
教
え
る
教
材
と
し
て
の
役
割
も
持
つ
。
例
え
ば
フ
ロ
ト
ナ
ー
の
作
品
に
お
け

る
ド
ン
グ
リ
の
九
の
カ
ー
ド
で
は
二
匹
の
豚
が
ト
リ
ク
ト
ラ
ク
（
バ
ッ
ク
ギ
ャ

モ
ン
の
一
種
）
で
遊
ん
で
い
る
。
こ
の
場
面
は
ボ
ー
ド
の
端
に
置
か
れ
た
糞
便

を
商
品
に
見
立
て
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
の
無
意
味
さ
や
強
欲
さ
を
示
し
て
い
る
（
図

13
）（

（5
（

。
ハ
ー
ト
の
五
の
カ
ー
ド
で
は
、
二
人
の
若
い
恋
人
が
噴
水
の
側
で
無
垢

な
出
会
い
を
し
て
お
り
、
淫
ら
な
恋
愛
を
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
と
模
範
を

示
し
て
い
る
（
図
14
）（

（5
（

。

　

カ
ー
ド
以
外
で
は
、
チ
ェ
ス
が
軍
事
指
揮
や
国
の
統
治
方
法
を
学
ぶ
題
材
と

し
て
宮
廷
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
一
三
世
紀
後
半
に
執
筆
さ
れ
た
、

ド
ミ
ニ
コ
会
修
道
士
ヤ
コ
ポ
・
ダ
・
チ
ェ
ッ
ソ
ー
レ
の
『
チ
ェ
ス
ゲ
ー
ム
に
基

づ
く
貴
族
の
礼
節
と
責
務
の
書
』
は
国
家
全
体
の
構
造
を
チ
ェ
ス
に
よ
っ
て
説

明
し
て
い
る
。
こ
の
書
籍
は
一
五
世
紀
に
活
版
印
刷
の
登
場
と
共
に
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
中
へ
広
ま
り
、
王
が
国
を
統
治
す
る
際
の
行
動
や
思
考
に
つ
い
て
チ
ェ
ス
を

元
に
記
さ
れ
て
い
る（

（5
（

。
チ
ェ
ッ
ソ
ー
レ
の
著
作
は
後
に
フ
ェ
リ
ペ
二
世
が
懇
意

に
す
る
チ
ェ
ス
プ
レ
イ
ヤ
ー
兼
司
祭
で
あ
る
ル
イ
・
ロ
ペ
ス
・
デ
・
セ
グ
ラ
に
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図11　アントワーヌ・ド・ロジリエラ《アリュエット》②、1510年頃、フランス国立図書館

図14　ピーテル・フロトナー
《ピーテル・フロトナーのプレイ
ングカード、ハートの5》、1540
年頃、ニュルンベルク、ゲルマン
国立博物館

図13　ピーテル・フロトナー
《ピーテル・フロトナーのプレイ
ングカード、ドングリの9》、
1540年頃、ニュルンベルク、ゲ
ルマン国立博物館

図12　ピーテル・フロトナー
《ピーテル・フロトナーのプレイ
ングカード、ハートの2、エステ
家の紋章》、1540年頃、ニュル
ンベルク、ゲルマン国立博物館
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ソ
フ
ォ
ニ
ス
バ
・
ア
ン
グ
イ
ッ
ソ
ー
ラ
の
メ
ダ
リ
オ
ン
を
持
つ
《
自
画
像
》
に
お
け
る
ゲ
ー
ム
文
化
の
利
用

―
ア
リ
ュ
エ
ッ
ト
と
ア
ン
ヌ
・
ド
・
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
に
着
目
し
て

―

よ
る
『
チ
ェ
ス
と
い
う
ゲ
ー
ム
に
ふ
さ
わ
し
い
自
由
人
に
よ
る
創
意
と
優
れ
た

差
し
筋
の
書
』（
一
五
六
一
年
）
の
手
本
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
著
作
は
フ
ェ

リ
ペ
二
世
の
息
子
カ
ル
ロ
ス
の
家
庭
教
師
兼
王
室
執
事
で
あ
る
ガ
ル
シ
ア
・
デ
・

ト
レ
ド
へ
の
献
呈
文
を
か
か
げ
て
い
る
。

　

サ
フ
ラ
に
お
け
る
常
駐
司
祭
ル
イ
・
ロ
ペ
ス
・
デ
・
セ
グ
ラ
が
先
だ
っ

て
著
し
た
書
。
我
々
の
君
主
で
あ
り
最
も
穏
や
か
な
カ
ル
ロ
ス
王
子
の
家

庭
教
師
兼
王
室
執
事
で
あ
る
非
常
に
著
名
な
ガ
ル
シ
ア
・
デ
・
ト
レ
ド
に

捧
げ
る（

（5
（

。

　

こ
の
献
呈
文
は
、
当
時
、
チ
ェ
ス
の
よ
う
な
ゲ
ー
ム
は
宮
廷
の
君
主
が
身
に

つ
け
る
べ
き
知
識
や
行
動
規
範
を
学
ぶ
た
め
の
営
み
と
し
て
理
解
さ
れ
た
こ
と

を
示
唆
し
て
い
る
。

　

プ
レ
イ
ン
グ
カ
ー
ド
や
チ
ェ
ス
に
見
ら
れ
る
知
識
や
行
動
規
範
を
伝
え
る
機

能
は
、
ア
リ
ュ
エ
ッ
ト
に
描
か
れ
る
図
像
や
言
葉
に
も
備
わ
っ
て
い
た
可
能
性

が
あ
る
。
ア
ン
ヌ
・
ド
・
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
が
描
か
れ
る
ア
リ
ュ
エ
ッ
ト
に
お
け

る
コ
イ
ン
の
五
の
カ
ー
ド
に
はD

e tous te fic et te garde

（
あ
な
た
た
ち

全
員
を
信
じ
、
守
る
）
と
記
さ
れ
て
い
る
（
図
6
）。
こ
の
カ
ー
ド
の
中
央
に

あ
る
コ
イ
ン
に
は
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
の
サ
ン
・
セ
ル
ナ
ン
修
道
院
が
描
か
れ
て
お

り
、
周
り
に
記
さ
れ
た
言
葉
と
共
に
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
え
を
伝
え
て
い
る
と
解

釈
で
き
る（

（5
（

。
ロ
ジ
リ
エ
ラ
に
よ
る
別
の
ア
リ
ュ
エ
ッ
ト
に
お
け
る
剣
の
五
の

カ
ー
ド
（
図
11
）
に
は
、
ス
ペ
イ
ン
語
でQ

ui m
al pari piede le jugo

（
下

手
に
賭
け
る
者
は
勝
負
に
負
け
る
）
と
記
さ
れ
て
お
り
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
を
い
た

ず
ら
に
行
う
こ
と
を
戒
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
宮
廷
社
会
の
中
で
は
多
様
な
ゲ
ー
ム
が
流
行
し
、
遊
び
道

具
だ
け
で
な
く
学
び
の
教
材
と
し
て
も
機
能
し
て
い
た
。
ア
リ
ュ
エ
ッ
ト
も
他

の
ゲ
ー
ム
と
同
様
に
、
こ
う
し
た
流
行
の
中
で
宮
廷
向
け
に
制
作
さ
れ
、
知
識

や
行
動
規
範
を
伝
え
る
機
能
を
持
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

　

宮
廷
に
お
け
る
ゲ
ー
ム
の
流
行
を
知
る
こ
と
は
、
ソ
フ
ォ
ニ
ス
バ
の
活
動
に

お
い
て
も
有
用
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ソ
フ
ォ
ニ
ス
バ
は
一
五
五
〇
年
代
に

自
画
像
を
フ
ェ
ラ
ー
ラ
や
マ
ン
ト
ヴ
ァ
と
い
っ
た
イ
タ
リ
ア
の
宮
廷
に
贈
呈
し

て
お
り
、
そ
の
中
に
は
メ
ダ
リ
オ
ン
を
持
つ
《
自
画
像
》
も
含
ま
れ
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る（

（6
（

。

　

ソ
フ
ォ
ニ
ス
バ
が
《
自
画
像
》
に
お
い
て
自
身
と
重
ね
て
い
る
ア
ン
ヌ
・
ド
・

ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
は
、
そ
の
外
見
の
印
象
が
文
章
記
録
で
イ
タ
リ
ア
に
伝
わ
っ
て

い
る
。ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
大
使
ザ
ッ
カ
リ
ア
・
コ
ン
タ
リ
ー
ニ
に
よ
る
ア
ン
ヌ
・
ド
・

ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
に
関
す
る
記
述
で
は
、「
女
王
は
褐
色
が
か
っ
た
髪
で
、
顔
は

非
常
に
美
し
く
、
年
齢
に
対
し
て
非
常
に
賢
い
（
（6
（

」
と
記
さ
れ
る
。
ア
ン
ヌ
・
ド
・

ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
は
イ
タ
リ
ア
の
宮
廷
人
と
の
関
わ
り
も
持
っ
て
お
り
、
ア
ン
ヌ

の
娘
ル
ネ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
は
一
五
二
八
年
に
フ
ェ
ラ
ー
ラ
公
エ
ル
コ
レ
二
世
・

デ
ス
テ
と
結
婚
し
て
い
る
。
こ
の
エ
ル
コ
レ
二
世
・
デ
ス
テ
は
ソ
フ
ォ
ニ
ス
バ

に
よ
る
何
ら
か
の
自
画
像
を
受
け
取
っ
た
人
物
で
も
あ
る（

（6
（

。
以
上
の
点
か
ら
、
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ソ
フ
ォ
ニ
ス
バ
が
ア
リ
ュ
エ
ッ
ト
も
し
く
は
そ
れ
と
類
似
す
る
図
像
を
見
た
と

き
、
描
か
れ
た
女
性
が
ア
ン
ヌ
・
ド
・
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
で
あ
る
と
理
解
で
き
た

可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
同
様
に
、《
自
画
像
》
が
ロ
ジ
リ
エ
ラ
の
ア
リ
ュ
エ
ッ

ト
を
想
起
さ
せ
た
か
は
明
確
で
は
な
い
が
、《
自
画
像
》
に
お
い
て
ソ
フ
ォ
ニ

ス
バ
が
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
女
公
と
自
身
を
重
ね
て
い
る
こ
と
は
イ
タ
リ
ア
で
も
理

解
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

一
五
五
九
年
に
ソ
フ
ォ
ニ
ス
バ
は
ス
ペ
イ
ン
王
妃
イ
サ
ベ
ル
・
デ
・
ヴ
ァ
ロ

イ
ス
の
侍
女
と
し
て
宮
廷
に
雇
用
さ
れ
、
王
妃
と
共
に
ゲ
ー
ム
で
遊
ん
で
い

る
（
（6
（

。
画
家
は
作
品
に
ゲ
ー
ム
要
素
を
含
め
る
こ
と
で
、
自
身
が
ゲ
ー
ム
の
知
識

を
持
ち
、
ゲ
ー
ム
に
描
か
れ
る
教
育
的
内
容
を
理
解
す
る
宮
廷
人
に
相
応
し
い

者
で
あ
る
こ
と
を
宮
廷
へ
示
す
意
図
が
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
ソ
フ
ォ
ニ
ス

バ
以
前
に
ゲ
ー
ム
の
知
識
を
持
っ
て
い
た
女
性
画
家
の
例
と
し
て
、ス
ザ
ン
ナ
・

ホ
ー
レ
ン
バ
ウ
ト
（
一
五
〇
三
年
頃
～
一
五
五
四
年
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の

画
家
は
一
六
世
紀
前
半
に
ヘ
ン
リ
ー
八
世
の
妻
ア
ン
・
オ
ブ
・
ク
レ
ー
ヴ
ズ
に

侍
女
と
し
て
仕
え
、プ
レ
イ
ン
グ
カ
ー
ド
を
使
っ
た
チ
ェ
ン
ト
（
現
代
の
ピ
ケ
）

と
い
う
ゲ
ー
ム
を
王
妃
に
教
え
て
い
る（

（6
（

。こ
の
例
は
、宮
廷
に
仕
え
る
者
に
と
っ

て
ゲ
ー
ム
を
知
っ
て
い
る
こ
と
が
利
点
と
な
っ
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

以
上
の
点
か
ら
、
本
章
で
は
ソ
フ
ォ
ニ
ス
バ
が
ゲ
ー
ム
に
関
心
を
持
っ
て
い

た
可
能
性
に
つ
い
て
三
点
の
考
察
を
提
示
し
た
。
第
一
の
考
察
で
は
、
ソ
フ
ォ

ニ
ス
バ
に
よ
る
《
自
画
像
》
と
《
チ
ェ
ス
ゲ
ー
ム
》
に
お
い
て
暗
号
／
秘
文
字

や
チ
ェ
ス
と
い
っ
た
ゲ
ー
ム
要
素
が
描
か
れ
た
こ
と
を
述
べ
た
。
暗
号
／
秘
文

字
は
貴
族
出
身
の
女
性
画
家
と
い
っ
た
画
家
の
持
つ
特
徴
を
判
じ
絵
的
に
伝

え
、
チ
ェ
ス
は
画
家
が
優
れ
た
知
性
を
持
つ
こ
と
を
観
者
に
示
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。

　

第
二
の
考
察
で
は
、
女
性
に
と
っ
て
ゲ
ー
ム
を
知
っ
て
い
る
こ
と
が
教
養
や

倫
理
観
を
持
つ
こ
と
の
証
明
に
な
り
、
ゲ
ー
ム
空
間
は
自
由
に
創
造
性
を
発
揮

し
や
す
い
場
所
に
も
な
り
得
た
こ
と
を
述
べ
た
。
女
性
画
家
で
あ
る
ソ
フ
ォ
ニ

ス
バ
に
と
っ
て
も
、
作
品
に
ゲ
ー
ム
要
素
を
取
り
入
れ
る
こ
と
は
当
時
の
女
性

に
求
め
ら
れ
た
沈
黙
や
控
え
め
さ
と
い
っ
た
美
徳
を
離
れ
、
画
家
自
身
の
教
養

や
倫
理
観
の
提
示
、創
作
活
動
の
正
当
化
に
繋
が
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

　

第
三
の
考
察
で
は
、
宮
廷
に
お
け
る
ゲ
ー
ム
の
流
行
と
ゲ
ー
ム
の
持
つ
教
育

的
機
能
の
利
用
に
つ
い
て
述
べ
た
。
こ
う
し
た
宮
廷
の
状
況
か
ら
、
宮
廷
へ
自

画
像
を
贈
呈
し
て
い
た
ソ
フ
ォ
ニ
ス
バ
が
ゲ
ー
ム
の
知
識
を
持
つ
こ
と
を
観
者

に
示
す
こ
と
で
、
自
身
が
宮
廷
人
に
相
応
し
い
美
徳
や
技
量
を
持
つ
者
で
あ
る

と
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

第
四
章
：
ソ
フ
ォ
ニ
ス
バ
と
ス
ペ
イ
ン

　

第
三
章
で
は
、
ソ
フ
ォ
ニ
ス
バ
が
ゲ
ー
ム
に
関
心
を
持
ち
、
作
品
に
ゲ
ー
ム

要
素
を
取
り
入
れ
て
い
た
点
を
考
察
し
た
。
し
か
し
ソ
フ
ォ
ニ
ス
バ
が
ア
リ
ュ

エ
ッ
ト
を
実
際
に
所
有
、
も
し
く
は
ど
こ
か
で
見
た
と
い
う
記
録
は
ま
だ
見
つ

か
っ
て
い
な
い
。
仮
に
ソ
フ
ォ
ニ
ス
バ
が
ア
リ
ュ
エ
ッ
ト
も
し
く
は
そ
れ
と
類
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ソ
フ
ォ
ニ
ス
バ
・
ア
ン
グ
イ
ッ
ソ
ー
ラ
の
メ
ダ
リ
オ
ン
を
持
つ
《
自
画
像
》
に
お
け
る
ゲ
ー
ム
文
化
の
利
用

―
ア
リ
ュ
エ
ッ
ト
と
ア
ン
ヌ
・
ド
・
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
に
着
目
し
て

―

似
し
た
図
像
を
知
り
得
た
可
能
性
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
ス
ペ
イ
ン
と
の
関
係
が

挙
げ
ら
れ
る
。
第
二
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
ア
ラ
ン
・
ボ
ル
ボ
の
仮
説
に
よ
れ

ば
、
ア
リ
ュ
エ
ッ
ト
は
ス
ペ
イ
ン
に
起
源
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
第

四
章
で
は
、
ソ
フ
ォ
ニ
ス
バ
が
ス
ペ
イ
ン
文
化
に
触
れ
る
こ
と
の
で
き
た
機
会

を
提
示
す
る
こ
と
で
、
画
家
が
ア
リ
ュ
エ
ッ
ト
も
し
く
は
そ
れ
に
類
似
し
た
図

像
を
見
た
可
能
性
を
考
察
す
る
。
ソ
フ
ォ
ニ
ス
バ
と
ス
ペ
イ
ン
文
化
の
関
係
に

つ
い
て
は
、
ソ
フ
ォ
ニ
ス
バ
の
師
匠
ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ
ー
ノ
・
カ
ン
ピ
（
一
五
二

二
年
～
一
五
九
一
年
）
の
活
動
、
女
性
画
家
カ
タ
リ
ナ
・
フ
ァ
ン
・
へ
メ
ッ
セ

ン
に
よ
る
自
画
像
の
類
似
、
ア
ン
グ
イ
ッ
ソ
ー
ラ
一
族
と
ス
ペ
イ
ン
宮
廷
の
関

係
と
い
う
三
つ
の
点
か
ら
記
述
す
る
。

　

第
一
の
考
察
と
し
て
、
ソ
フ
ォ
ニ
ス
バ
が
師
事
し
た
ク
レ
モ
ナ
の
画
家
ベ
ル

ナ
ル
デ
ィ
ー
ノ
・
カ
ン
ピ
が
、
ス
ペ
イ
ン
君
主
の
ク
レ
モ
ナ
来
訪
を
歓
迎
す
る

装
飾
制
作
に
二
度
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
述
べ
る
。
第
一
の
例
と
し
て
、
カ
ン

ピ
は
一
五
四
一
年
八
月
一
八
日
に
ク
レ
モ
ナ
を
訪
れ
た
カ
ー
ル
五
世
の
た
め
に

擬
人
像
の
制
作
に
関
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
時
、カ
ン
ピ
は
節
制（T

em
perance

）

の
デ
ザ
イ
ン
を
完
成
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る（

（6
（

。
第
二
の
例
と
し
て
、
一
五
四
九

年
に
フ
ェ
リ
ペ
二
世
が
ク
レ
モ
ナ
へ
訪
れ
た
際
に
制
作
さ
れ
た
装
飾
の
デ
ザ
イ

ン
を
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る（

（6
（

。
ソ
フ
ォ
ニ
ス
バ
は
カ
ン
ピ
の
も
と
で
一

五
四
六
年
か
ら
一
五
四
九
年
ま
で
修
行
を
し
て
お
り
、
カ
ン
ピ
が
フ
ェ
リ
ペ
二

世
の
た
め
に
作
品
制
作
を
し
て
い
る
時
期
と
重
な
る
。
ソ
フ
ォ
ニ
ス
バ
が
師
匠

と
共
に
制
作
へ
関
わ
っ
た
記
録
は
現
在
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
機
会
に

画
家
が
師
匠
を
通
し
て
ス
ペ
イ
ン
の
美
術
や
文
化
を
知
り
得
た
可
能
性
が
考
え

ら
れ
る
。

　

第
二
の
考
察
と
し
て
、
ソ
フ
ォ
ニ
ス
バ
が
ス
ペ
イ
ン
宮
廷
に
一
時
滞
在
し
て

い
た
画
家
カ
タ
リ
ナ
・
フ
ァ
ン
・
へ
メ
ッ
セ
ン
（
一
五
二
八
～
一
五
六
五
年
以

降
）
の
作
品
と
類
似
す
る
自
画
像
を
描
い
た
こ
と
を
述
べ
る
。
へ
メ
ッ
セ
ン
は

キ
ャ
ン
バ
ス
に
女
性
の
顔
を
描
く
《
絵
を
描
く
自
画
像
》（
一
五
四
八
年
）（
図

15
）
と
《
ス
ピ
ネ
ッ
ト
を
弾
く
女
性
》（
一
五
五
〇
年
）（
図
16
）
と
い
う
二
点

の
肖
像
画
を
描
い
て
い
る
。
前
者
は
画
面
左
に
キ
ャ
ン
バ
ス
を
置
き
、
右
手
に

持
っ
た
筆
で
絵
を
描
い
て
い
る
画
家
が
観
者
の
方
へ
視
線
を
送
る
と
い
う
点

で
、
ソ
フ
ォ
ニ
ス
バ
の
《
聖
母
子
を
描
く
自
画
像
》（
一
五
五
六
年
頃
）（
図

17
）
と
類
似
す
る
。
後
者
は
ス
ピ
ネ
ッ
ト
を
弾
く
女
性
が
描
か
れ
、
ソ
フ
ォ
ニ

ス
バ
は
そ
の
姿
を
左
右
反
転
さ
せ
て
《
ス
ピ
ネ
ッ
ト
を
弾
く
自
画
像
》（
一
五

五
六
年
頃
）（
図
18
）
を
描
い
て
い
る
。

　

へ
メ
ッ
セ
ン
は
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
で
活
動
し
た
画
家
で
あ
り
、
ソ
フ
ォ
ニ
ス
バ

と
交
流
を
持
っ
た
と
い
う
記
録
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
約
六
年
の
間

を
あ
け
、こ
れ
ほ
ど
類
似
し
た
自
画
像
が
現
れ
た
こ
と
か
ら
、間
接
的
に
ソ
フ
ォ

ニ
ス
バ
が
へ
メ
ッ
セ
ン
の
作
品
を
知
る
機
会
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
へ

メ
ッ
セ
ン
は
一
五
五
六
年
に
カ
ー
ル
五
世
の
妹
マ
リ
ア
・
フ
ォ
ン
・
エ
ス
タ
ー

ラ
イ
ヒ
が
公
務
引
退
に
伴
い
、
ス
ペ
イ
ン
宮
廷
へ
向
か
う
際
に
侍
女
と
し
て
同

行
し
て
い
る
。
へ
メ
ッ
セ
ン
の
ス
ペ
イ
ン
宮
廷
滞
在
は
マ
リ
ア
が
亡
く
な
る
一

五
五
八
年
ま
で
で
あ
り
、
そ
の
後
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
へ
戻
っ
て
い
る（

（6
（

。
へ
メ
ッ
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図16　カタリナ・ファン・ヘメッセン《スピネット
を弾く女性》、1550年、ケルン、ヴァルラフリヒャ
ルツ美術館

図18　ソフォニスバ・アングイッソーラ《スピ
ネットを弾く自画像》、1556年頃、ナポリ、カポ
ディモンテ美術館

図15　カタリナ・ファン・ヘメッセン《自画像》、
1548年、スイス、バーゼル市立美術館

図17　ソフォニスバ・アングイッソーラ《絵を描く
自画像》、1556年頃、ポーランド、ランカット城美
術館
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ソ
フ
ォ
ニ
ス
バ
・
ア
ン
グ
イ
ッ
ソ
ー
ラ
の
メ
ダ
リ
オ
ン
を
持
つ
《
自
画
像
》
に
お
け
る
ゲ
ー
ム
文
化
の
利
用

―
ア
リ
ュ
エ
ッ
ト
と
ア
ン
ヌ
・
ド
・
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
に
着
目
し
て

―

セ
ン
が
滞
在
し
て
い
た
時
期
の
ス
ペ
イ
ン
宮
廷
に
は
、
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
ア
ン

グ
イ
ッ
ソ
ー
ラ
や
フ
ェ
ラ
ン
テ
・
ゴ
ン
ザ
ー
ガ
と
い
っ
た
ア
ン
グ
イ
ッ
ソ
ー
ラ

一
族
の
人
間
が
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
ソ
フ
ォ
ニ
ス
バ
は
こ
の
親
戚
を

通
し
て
、
侍
女
兼
女
性
画
家
と
い
う
自
身
の
先
例
と
な
る
存
在
を
知
り
得
た
可

能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

　

第
三
の
考
察
と
し
て
、
ソ
フ
ォ
ニ
ス
バ
が
一
五
五
九
年
に
王
妃
の
侍
女
と
し

て
ス
ペ
イ
ン
宮
廷
に
雇
用
さ
れ
る
以
前
か
ら
ア
ン
グ
イ
ッ
ソ
ー
ラ
一
族
の
人
物

が
宮
廷
に
勤
め
て
い
た
こ
と
を
述
べ
る
。
第
二
の
考
察
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、

宮
廷
に
は
二
人
の
親
戚
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
ア
ン
グ
イ
ッ
ソ
ー
ラ
と
フ
ェ
ラ
ン
テ
・

ゴ
ン
ザ
ー
ガ
が
い
た
。

　

一
人
目
の
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
ア
ン
グ
イ
ッ
ソ
ー
ラ
は
ゴ
ン
ザ
ー
ガ
家
の
協
力

も
あ
り
な
が
ら
、
パ
ル
マ
と
ピ
ア
チ
ェ
ン
ツ
ァ
の
大
公
ピ
エ
ル
ル
イ
ジ
・
フ
ァ

ル
ネ
ー
ゼ
を
一
五
四
七
年
に
暗
殺
し
た
人
物
で
あ
る
。
こ
の
暗
殺
行
為
は
カ
ー

ル
五
世
の
認
可
も
受
け
て
お
り
、
そ
の
功
績
か
ら
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
は
ス
ペ
イ
ン

宮
廷
で
名
誉
と
、
高
い
地
位
を
得
て
い
る（

（6
（

。
そ
の
後
、
フ
ェ
リ
ペ
二
世
か
ら
は

m
agnifico y fiel y nuestro am

ado

（
素
晴
ら
し
く
、
忠
実
で
、
そ
し
て
私

た
ち
が
愛
す
る
）
と
評
価
を
受
け
、
彼
の
従
者
と
な
る（

（6
（

。

　

も
う
一
人
の
親
戚
で
あ
る
フ
ェ
ラ
ン
テ
・
ゴ
ン
ザ
ー
ガ
は
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・

ア
ン
グ
イ
ッ
ソ
ー
ラ
の
甥
で
あ
る
。
フ
ェ
ラ
ン
テ
は
外
交
で
活
躍
し
、
フ
ェ
リ

ペ
二
世
か
ら
も
讃
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
フ
ェ
リ
ペ
二
世
と
イ
サ
ベ
ル
・
デ
・

ヴ
ァ
ロ
イ
ス
の
結
婚
式
で
は
ソ
フ
ォ
ニ
ス
バ
を
ダ
ン
ス
に
誘
っ
た
人
物
と
し
て

も
語
ら
れ
る（

（7
（

。
こ
の
よ
う
な
親
し
い
関
係
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
フ
ェ
ラ
ン
テ

は
ソ
フ
ォ
ニ
ス
バ
が
宮
廷
へ
行
く
際
に
同
行
し
た
二
人
の
親
戚
の
一
人
と
も
考

え
ら
れ
、
宮
廷
に
来
る
前
の
ソ
フ
ォ
ニ
ス
バ
を
知
っ
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら

れ
る（

（7
（

。
こ
れ
ら
二
人
の
近
親
者
の
事
例
か
ら
、
ソ
フ
ォ
ニ
ス
バ
が
ス
ペ
イ
ン
宮

廷
へ
行
く
ま
で
に
ア
ン
グ
イ
ッ
ソ
ー
ラ
家
の
人
物
が
宮
廷
に
勤
め
、
イ
タ
リ
ア

に
い
る
ソ
フ
ォ
ニ
ス
バ
へ
ス
ペ
イ
ン
文
化
を
伝
え
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ

る
。
ス
ペ
イ
ン
宮
廷
以
外
の
場
所
に
い
る
親
戚
の
中
で
は
、
フ
ェ
リ
ペ
二
世
が

芸
術
品
収
集
に
お
い
て
、ミ
ラ
ノ
に
い
る
ソ
フ
ォ
ニ
ス
バ
の
叔
父
ブ
ロ
カ
ル
ド
・

ペ
ル
ジ
ー
コ
と
交
流
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る（

（7
（

。

　

以
上
、
三
点
の
考
察
と
し
て
ソ
フ
ォ
ニ
ス
バ
の
徒
弟
時
代
に
師
匠
が
請
け

負
っ
た
ス
ペ
イ
ン
君
主
に
関
わ
る
仕
事
、
ス
ペ
イ
ン
宮
廷
で
活
動
し
た
女
性
画

家
へ
メ
ッ
セ
ン
と
ソ
フ
ォ
ニ
ス
バ
の
自
画
像
の
類
似
、
ス
ペ
イ
ン
宮
廷
に
勤
め

る
親
戚
の
存
在
を
挙
げ
た
。
こ
の
点
か
ら
、
ソ
フ
ォ
ニ
ス
バ
に
は
一
五
五
九
年

に
ス
ペ
イ
ン
へ
向
か
う
以
前
か
ら
ス
ペ
イ
ン
文
化
に
触
れ
る
機
会
が
あ
っ
た
と

推
測
で
き
る
。
こ
う
し
た
機
会
の
中
で
、
画
家
は
ア
ン
ヌ
・
ド
・
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ

の
描
か
れ
た
ア
リ
ュ
エ
ッ
ト
、
も
し
く
は
そ
れ
に
類
似
し
た
図
像
に
触
れ
、
メ

ダ
リ
オ
ン
を
持
つ
《
自
画
像
》
を
描
く
こ
と
が
で
き
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

　

本
論
で
は
、
ソ
フ
ォ
ニ
ス
バ
・
ア
ン
グ
イ
ッ
ソ
ー
ラ
の
メ
ダ
リ
オ
ン
を
持
つ
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《
自
画
像
》に
お
い
て
、こ
れ
ま
で
語
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
ゲ
ー
ム
文
化
の
利
用
、

そ
の
中
で
も
ア
リ
ュ
エ
ッ
ト
の
カ
ー
ド
と
の
無
視
し
得
な
い
類
似
、
そ
し
て
本

作
が
自
己
宣
伝
を
目
的
と
し
た
作
品
で
あ
る
こ
と
を
、
一
六
世
紀
の
ゲ
ー
ム
が

持
つ
機
能
の
点
か
ら
考
察
し
た
。

　

一
六
世
紀
に
お
い
て
、
宮
廷
で
は
ゲ
ー
ム
が
流
行
し
、
そ
れ
は
遊
び
道
具
だ

け
で
な
く
知
識
や
行
動
規
範
を
学
ぶ
教
材
と
し
て
の
機
能
も
持
っ
た
。
そ
し
て

ゲ
ー
ム
に
お
け
る
遊
び
以
外
の
機
能
は
、
一
六
世
紀
の
女
性
が
使
用
す
る
際
に

は
女
性
の
創
造
性
や
美
徳
を
保
証
す
る
も
の
に
も
な
り
え
た
。

　

ゲ
ー
ム
が
持
つ
こ
れ
ら
の
機
能
を
理
解
し
た
画
家
は
、
ゲ
ー
ム
文
化
に
関
す

る
知
識
を
自
画
像
と
し
て
視
覚
化
す
る
こ
と
で
、
自
身
の
美
徳
と
技
量
を
示
そ

う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

【
註
】

（
1
）	Liana D

e Girolam
i Cheney, A

licia Craig Faxon, and K
athleen 

Lucey Russo, Self-Portraits by W
om

en Painters, N
ew

 A
cadem

ia 
Publishing/ T

he Spring, 2009, p. 48.

（
2
）	Joanna W

oods-M
arsden, R

enaissance Self-P
ortraiture: T

he 
V

isual C
onstruction of Identity and the Social Status of the 

A
rtist, Y

ale U
niversity Press, 1998,  p. 203.

（
3
）	M
arietta Cam

bareri, Strong W
om

en in R
enaissance Italy, M

FA
 

Publications, M
useum

 of Fine A
rts, Boston, 2023, p. 83.

（
4
）	Pliny the Elder, N

atural H
istory, V

olum
e IX

, B
ooks 33-35, 

translated by H
. Rackham

, H
arvard U

niversity Press, 1952, pp. 

368-370. 

プ
リ
ニ
ウ
ス
著
、
中
野
定
雄
、
中
野
里
美
、
中
野
美
代
訳
『
プ
リ

ニ
ウ
ス
の
博
物
誌
第
Ⅲ
巻
』、
雄
山
閣
出
版
株
式
会
社
、
一
九
八
六
年
、
一

四
三
七
―
一
四
三
八
頁
。

（
5
）	Giovanni Boccacio, Fam

ous W
om

en, edited by V
irginia Brow

n, 
H

arvard U
niversity Press, 2003, pp. 275.

（
6
）	

例
え
ば
、
一
五
五
四
年
の
本
を
持
つ
《
自
画
像
》
で
はSofonisba 

A
nguissola V

irgo seipsam
 fecit 1554

（
ソ
フ
ォ
ニ
ス
バ
・
ア
ン
グ
イ
ッ

ソ
ー
ラ
は
一
五
五
四
年
に
こ
の
乙
女
を
自
身
と
し
て
描
い
た
）
と
い
う
サ
イ

ン
が
見
ら
れ
る
。

（
7
）	M

aria K
usche and Sylvia Ferino-Pagden, Sofonisba A

nguissola: 
A

 R
enaissance W

om
an, N

atl M
useum

 of W
om

en in the A
rts, 

1995, p. 41.

（
8
）	Em

m
a Barker, N

ick W
ebb, and K

im
 W

oods, T
he C

hanging 
Status of the A

rtist, Y
ale U

niversity Press, 1998, p. 67.

（
9
）	Leticia R

uiz, A
 T

ale of T
w

o W
om

en P
ainters: Sofonisba 

A
nguissola and Lavinia Fontana, M

useo N
acional del Prado, 

2020, p. 95.

（
10
）	M

ichael W
. Cole, SO

FO
N

ISBA
’S LE

SSO
N

 A
 R

enaissance A
rtist 

and H
er W

ork, Princeton U
niversity Press, 2019, p. 36. Giovanni 

Battista Palatino, Libro di M
. G

iovam
battista Palatino cittadino 

rom
ano : nelqual s’insegna à scriuer ogni sorte lettera, antica &

 
m

oderna, di qualun que natione, con le sue regole, &
 m

isure, &
 

essem
pi : et con vn breve et vtil discorso de le cifre, In Rom

a in 
Cam

po di Fiore : Per A
ntonio Blado asolano, 1550, F5v.

（
11
）	
リ
ナ
・
ボ
ル
ツ
ォ
ー
ニ
著
、
足
達
薫
、
伊
藤
博
明
訳
『
記
憶
の
部
屋

―
印

刷
時
代
の
文
学
的-

図
像
学
的
モ
デ
ル
』、
あ
り
な
書
房
、
二
〇
〇
七
年
、

美術45_05平沢 遼氏1C_三[115-140].indd   136美術45_05平沢 遼氏1C_三[115-140].indd   136 2024/02/29   9:51:082024/02/29   9:51:08



137

ソ
フ
ォ
ニ
ス
バ
・
ア
ン
グ
イ
ッ
ソ
ー
ラ
の
メ
ダ
リ
オ
ン
を
持
つ
《
自
画
像
》
に
お
け
る
ゲ
ー
ム
文
化
の
利
用

―
ア
リ
ュ
エ
ッ
ト
と
ア
ン
ヌ
・
ド
・
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
に
着
目
し
て

―

一
五
二
頁
。

（
12
）	Ruiz, op. cit., p. 95.

（
13
）	A

lain Borvo, A
natom

ie d’un jeu de cartes : l’aluette ou le jeu de 
la vache, Librairie N

antaise, 1977, p. 7.

（
14
）	Exh. cat., La carte à jouer en languedoc des origines à 1800, 

T
oulouse, M

usée Paul-D
upuy, 1971, p. 19.

（
15
）	Borovo, op. cit., p. 7.

（
16
）	

フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ラ
ブ
レ
ー
著
、
宮
下
志
朗
訳
『
ガ
ル
ガ
ン
チ
ュ
ア
』、
筑
摩

書
房
、
二
〇
〇
五
年
、
一
七
〇
頁
。

（
17
）	

フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ラ
ブ
レ
ー
著
、
宮
下
志
朗
訳
『
パ
ン
タ
グ
リ
ュ
エ
ル
』、
筑

摩
書
房
、
二
〇
〇
六
年
、
七
〇
頁
。

（
18
）	

フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ラ
ブ
レ
ー
著
、
宮
下
志
朗
訳
『
第
五
の
書
』、
筑
摩
書
房
、

二
〇
一
二
年
、
一
六
八
頁
。

（
19
）	Borvo, op. cit., p. 24.

（
20
）	Paul Lacroix, L

ouis X
II et A

nne de B
retagne: chronique de 

l’histoire de France, ouvrage illustré, Georges H
ustrel, 1882, pp. 

242-262.

（
21
）	Borvo, op. cit., p. 26.

（
22
）	Ibid., p. 26.

（
23
）	Borvo, op. cit., p. 24.

（
24
）	Borvo, op. cit., p. 52. Exh. cat., M

usée Paul-D
upuy, 1971, pp. 19-

20.

（
25
）	Sir W

alter Scott, T
he M

instrelsy of the Scottish Border, V
olum

e 
2, Robert Cadell, 1849, p. 264.

（
26
）	Borvo, op. cit., p. 25.

（
27
）	Palatino, op. cit., c.24v.

（
28
）	

伊
藤
博
明
著
『
綺
想
の
表
象
学　

エ
ン
ブ
レ
ム
へ
の
招
待
』、
あ
り
な
書
房
、

二
〇
〇
七
年
、
八
九
頁
。

（
29
）	Paolo Giovio, D

ialogo delle Im
prese m

ilitari et am
orose, edited 

by M
aria Luisa D

oglio, Bulzoni, 1978, pp. 36-37. 

同
上
、
八
九
頁
。

（
30
）	Giovio, op. cit., pp. 37-38. 

伊
藤
博
明
、
前
掲
書
、
一
一
八
頁
。

（
31
）	

ピ
ー
タ
ー
・M

・
デ
イ
リ
ー
著
、
伊
藤
博
明
訳
『
エ
ン
ブ
レ
ム
の
宇
宙
：
西

欧
図
像
学
の
誕
生
と
発
展
と
精
華
』、
あ
り
な
書
房
、
二
〇
一
三
年
、
一
九

六
頁
。

（
32
）	Baldassarre Castiglione, IL Cortegiano, 1528, a3. 

バ
ル
ダ
ッ
サ
ー

レ
・
カ
ス
テ
ィ
リ
オ
ー
ネ
著
、
清
水
純
一
、
天
野
恵
、
岩
倉
具
忠
訳
『
宮
廷

人
』、
東
海
大
学
出
版
、
一
九
八
七
年
、
三
一
頁
。

（
33
）	Fernández de Rentana, D

ona Juana de A
ustria, El Perpetuo 

Socorro, 1955, p. 181.

（
34
）	A

gustin G. de A
m

ezúa y M
ayo, Isabel de V

alois: R
eina de 

E
spana (1546-1548), Gráficas U

ltra, 1949, 

一, 263, n. 112.

（
35
）	Cole, op. cit., p. 145.

（
36
）	

カ
ス
テ
ィ
リ
オ
ー
ネ
、
前
掲
書
、
二
六
五
頁
。

（
37
）	N

ancy H
eller, W

om
en A

rtists: A
n Illustrated H

istory, A
bbeville 

Press, 2003, p. 15.

（
38
）	M

arilyn Y
alom

, B
irth of the C

hess Q
ueen, H

arperC
ollins 

Publishers, 2004, p. 168.

（
39
）	Richard Eales, Chess: T

he H
istory of a G

am
e, N

ew
 Y

ork and 
O

xford, 1985, esp, ch. 3.
（
40
）	Y

alom
, op. cit., p. 186.

（
41
）	Y

alom
, op. cit., p. 171.

（
42
）	Ibid. Luis Ram

írez de Lucena, R
epeticion de am

ores e arte de 

美術45_05平沢 遼氏1C_三[115-140].indd   137美術45_05平沢 遼氏1C_三[115-140].indd   137 2024/02/29   9:51:082024/02/29   9:51:08



美　

術　

史　

学　
　

第
四
十
五
号

138

axedres: con cl iuegos de partido, Leonhard H
utz i Lope Sanz, 

1496.
（
43
）	Y

alom
, op. cit., p. 190.

（
44
）	M

ary D
. Garrard, H

ere’s Looking at M
e: Sofonisba A

nguissola 
and the Problem

 of the W
om

an A
rtist, R

enaissance Q
uarterly, 

V
ol. 47, N

o. 3 (A
utum

n, 1994), p. 602.

（
45
）	Ludovico D

olce, D
ialogo della institution delle donne, V

enice, 
1547, c. 8v-9r.

（
46
）	Bartolom

eo A
rnigio, Le diece veglie di Bartolom

eo A
rnigio, de 

gli am
m

endati costvm
i dell’ hvm

ana vita, Brescia, 1577, p. 370.

（
47
）	T

orquato T
asso, I dialoghi, V

olum
e Secondo, F. Le M

onnier, 
1858, p. 33.

（
48
）	George M

cClure, Parlour G
am

es and the Public Life of W
om

en 
in R

enaissance Italy, U
niversity of T

oronto Press, 2013, pp. 8-9.

（
49
）	Girolam

o Bargagli, D
ialogo de’giuochi che nelle vegghie sanesi si 

usano di fare, V
enice, 1572, p. 186. M

cClure, op. cit., p. 22.

（
50
）	T

hucydides, T
he history of the Peloponnesian W

ar, N
ew

 Y
ork 

H
arper, 1894, Book 2, 45.

（
51
）	Bargagli, op. cit., p. 122.

（
52
）	Bargagli, op. cit., p. 116. M

cClure, op. cit., p. 23.

（
53
）	Bargagli, op. cit., p. 117.

（
54
）	T

im
othy B. H

usband, T
he W

orld in Play : Luxury Cards 1430-
1540, M

etropolitan M
useum

 of A
rt, 2016, p. 103.

（
55
）	H

usband, op. cit., p. 109.

（
56
）	H

usband, op. cit., p. 113.

（
57
）	Jacobus de Cessolis, Libro de’ costum

i e degli offi
zii de’ nobili 

sopra il giuoco degli scacchi, M
ilano, T

ipografia del dottore G. 
Ferrario, 1 829.

（
58
）	Ruy López de Sigura, Libro de la Invencion liberal y A

rte del 
juego del A

xedrez, A
ndrés de A

ngulo, 1561. Ruy López, T
he A

rt 
of the G

am
e of C

hess, edited and translated by M
ichael J. 

M
cGrath, T

he Catholic U
niversity of A

m
erica Press, 2020, p. 15.

（
59
）	Exh. cat., M

usée Paul-D
upuy, 1971, p. 19.

（
60
）	Barker, op. cit., p. 67.

（
61
）	Eugenio A

lbèri, R
elazioni degli am

basciatori veneti al Senato, 
Società Editrice Fiorentina, 1860, p. 16.

（
62
）	K

usche, op. cit., p. 41.

（
63
）	Ruiz, op. cit., p. 57.

（
64
）	T

anja L. Jones, W
om

en A
rtists in the E

arly M
odern Courts of 

E
urope: C. 1450-1700, A

m
sterdam

 U
niv Pr, 2021,  p. 85.

（
65
）	Jonathan Bober, Crem

onese D
raw

ings for the Entry of Charles 
V

: N
ew

 A
ttributions and an Interpretation, M

aster D
raw

ings, 
V

ol. 26, N
o. 3 (A

utum
n, 1988), p. 227.

（
66
）	Ibid.

（
67
）	Jones, op. cit., pp. 71-73.

（
68
）	Jones, op. cit., p. 94.

（
69
）	Barker, op. cit., p. 33.

（
70
）	Jones, op. cit., p. 94.

（
71
）	Barker, op. cit., p. 32.

（
72
）	Ruiz, op. cit., p. 53.

美術45_05平沢 遼氏1C_三[115-140].indd   138美術45_05平沢 遼氏1C_三[115-140].indd   138 2024/02/29   9:51:082024/02/29   9:51:08



139

ソ
フ
ォ
ニ
ス
バ
・
ア
ン
グ
イ
ッ
ソ
ー
ラ
の
メ
ダ
リ
オ
ン
を
持
つ
《
自
画
像
》
に
お
け
る
ゲ
ー
ム
文
化
の
利
用

―
ア
リ
ュ
エ
ッ
ト
と
ア
ン
ヌ
・
ド
・
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
に
着
目
し
て

―

【
図
版
出
典
】

図
1
：Leticia Ruiz, A

 T
ale of T

w
o W

om
en P

ainters: Sofonisba 
A

nguissola and Lavinia Fontana, M
useo N

acional del Prado, 2020, 
p. 94.

図
2
：H

enry René d’A
llem

agne, Les cartes à jouer du X
IV

 au X
X
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Spanish monarch, Philip II. Secondly, Sofonisba painted works resembling self-portrait 
of Catharina van Hemessen (1528 – after 1565), who was active at the Spanish court. 
Thirdly, Sofonisba had relatives working in the Spanish court. Considering these 
factors, it is plausible that Sofonisba had connections with Spain, raising the possibility 
that she was acquainted with Logiriera’s Aluette or cards similar to it.

Not only an aluette but also games were widely popular in 16th-century Europe 
among both commoners and nobility. Furthermore, in a court, games served not 
only as recreational tools but also as educational tools for learning knowledge and 
behavioral norms. As seen in the writings of various 16th-century authors like 
Girolamo Bargagli, games required intelligence, and for women of the 16th century, 
they could serve as a means to ensure creativity and virtues.

Sofonisba, who were aware of the functions inherent in games, is inferred to have 
incorporated these elements into her own works. Considering that Sofonisba’s self-
portraits were presented to various courts, it can be inferred that Self-portrait achieves 
a self-presentation effect by visualizing knowledge about gaming culture. By doing 
so, the painting suggests to the viewer that Sofonisba possesses suitable intelligence, 
virtue, and artistic skill, aligning her as a member of court culture.
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Summary

Exploring the Utilization of Gaming Culture in 
Sofonisba Anguissola’s Self-portrait with Medallion:

A Focus on Aluette and Anne of Brittany

Ryo HIRASAWA

This paper examines Self-portrait by Sofonisba Anguissola (circa 1532 – 1625)
　comparing it with a similar composition, Aluette by Antoine de Logiriera (circa 
1510). It explores a perspective not mentioned in previous research: the influence of 
contemporary gaming culture on Self-portrait.

The medallion depicted in Self-portrait features overlaid patterns of alphabetical 
signs, cryptically conveying the artist’s family names, lineage and her identity as 
a painter. Previous researches suggest that this serves as a means to signify the 
painter’s noble lineage and her identity as a female artist. Additionally, some of 
Sofonisba’s other self-portraits were presented to courts such as Ferrara and Gonzaga, 
indicating the possibility that Self-portrait was similarly presented to a court for self-
promotion.

The compositions of Self-portrait and Logiriera’s Aluette share similarities, both 
featuring a female figure with a large medallion covering the upper body and facing 
towards the right. An aluette is a card game played in the coastal regions of western 
France, which gained popularity during the court culture of King Louis XII around 
1500. 

In the medallion depicted in Logiriera’s Aluette, the central motif features the coat 
of arms of France and Brittany side by side. This suggests that the depicted woman 
in Aluette is Anne of Brittany, the Duchess of Brittany, and visually implies her 
marriage to either Charles VIII or Louis XII. Thus, the functional aspect of conveying 
information cryptically through the central motif of the medallion is another similarity 
between Self-portrait and Logiriera’s Aluette.

An aluette features Latin-style suits commonly used in Spain and Italy, and 
considering its association with coastal gaming, it is possible that the cards were 
imported from Spain. The possibility for Sofonisba’s acquaintance with Logiriera’s 
Aluette can be examined through her connection with Spain. Firstly, during Sofonisba’s 
apprenticeship in 1549, her mentor Bernardino Campi was producing works for the 
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